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(号外第� 140号) 何冊の 1 ) る� 
有
線
放
送
電
話
規
則
を
廃
止
す
る
省
令

官

O O O

O

(同
六
三
)

電
波
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省

令

(
同
六
四
) 

令

(
同
八
一
) 

無
線
局
免
許
手
続
規
則
の
一
部
を
改
正
す

基
幹
放
送
の
業
務
に
係
る
表
現
の
自
由
享

る
省
令
(
同
六
五 
) 

無
線
局
運
用
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省

令

(
同
六
六
)

無
線
設
備
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令 

(同
六
七
)

放
送
局
の
開
設
の
根
本
的
基
準
の
一
部
を

OO
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超
短
波
放
送
に
関
す
る
送
信
の
標
準
方
式

〈コ

b 

O

明
治
二
十
五
年
三
月
三
卜

一
日

第

三

種

郵

便

物

陀

可

川
川
川
川
同
回

次
川
川

O
有
線
電
気
通
信
法
施
行
規
則
の

一
部
を
改

正
す
る
省
令

(同
七
O
) 

O
有
線
電
気
通
信
設
備
令
施
行
規
則
の

一
部

を
改
正
す
る
省
令

(
同
七
一
) 

O
電
気
通
信
事
業
法
施
行
規
則
の

一
部
を
改

正
す
る
省
令
(
同
七
二
) 

O
事
業
用
電
気
通
信
設
備
規
則
の
一
部
を
改

正
す
る
省
令
(
同
七
三
) 

O
電
波
監
理
審
議
会
が
行
う
審
理
及
び
意
見

る
省
令

(同
七
四
) 

O
登
録
点
検
事
業
者
等
規
則
の

一
部
を
改
正

一O
五 
↑

(
同
八
九
)l

タ
多
重
放
送
に
関
す
る
送
信

O
走
査
線
内
信
号
切
替
方
式
又
は
走
査
線
転

を
廃
止
す
る
件
(
同
一

一三
六 
) 

O
特
定
新
規
開
設
局
の
件
及
、
び
特
定
周
波
数

(同
八
六
) 

三三正� 

移
方
式
に
よ
る
映
像
信
号
の
ス
ク
ラ
ン
ブ

標
準
テ
レ
ビ
ジ
ョ

ン
放
送
等
の
う
ち
デ
ジ

O O

ル
の
手
順
、
疑
似
乱
数
符
号
重
畳
方
式
に

よ
る
音
声
信
号
の

ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
の
手

順、

タ
ル
放
送
に
関
す
る
送
信
の
標
準
方
式

疑
似
乱
数
符
号
系
列
の
生
成
方
法
、

(同
八
七
) 

/'-

ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
に
関
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
並

び
に
関
連
情
報
の
構
成
及
び
送
出
手
順
を

定
め
る
等
の
件
を
廃
止
す
る
件 

標
準
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
(
デ
ジ
タ
ル
放

送
を
除
く
。
)
に
関
す
る
送
信
の
標
準
方
式

一 一

(
同
八
八
)

超
短
波
音
声
多
重
放
送
及
び
超
短
波
文
字

O

(同
二
三
五
) 

伝
送
制
御
符
号
の
構
成
を
定
め
る
等
の
件

の
聴
取
に
関
す
る
規
則
の

一
部
を
改
正
す

一

多
重
放
送
に
関
す
る
送
信
の
標
準
方
式

↑

令
〕・

一
六一
 

超
短
波
デ 

O

O

変
更
対
策
業
務
及
、
ひ
特
定
周
波
数
終
了
対

策
業
務
に
関
す
る
規
則
第
六
条
の
二
第
三

号
の
総
務
大
臣
が
指
定
す
る
受
信
設
備
の

省

件
を
廃
止
す
る
件
(
同
二
三
七
)

パ
イ
ロ
ッ
ト
情
報
の
構
成
を
定
め
る
件
を

廃
止
す
る
件
(
同
二
三
八
)

人
工
衛
星
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
放
送
に
係
る

〈二〉 くつ� Cコ
ζつ ブ1.� →= 

O O

す
る
省
令

(
同
七
五
) 

O
総
務
省
組
織
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
省

令
(
同
七
六
) 

O
特
定
周
波
数
変
更
対
策
業
務
及
び
特
定
周

一二三 

O

一

す

る
送
信
の
標
準
方
式
(
同
九
一
)

一 
標
準
テ
レ
ビ
ジ

ョ
ン
文
字
多
重
放
送
に
関

部
を
改
正
す
る
省
令
(
間
七
七 
) 

一
す
る
送
信
の
標
準
方
式
(
同
九
三
)

電
気
通
信
事
業
紛
争
処
理
委
員
会
事
務
局

一 

標
準
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン

・
デ 

タ
多
重
放
送

↑

式

(同
九
四
)

一 

有
線
一
般
放
送
の
品
質
に
関
す
る
技
術
基

一

準
を
定
め
る
省
令
(
同
九
五
)

一一五一
 

放
送
大
学
学
園
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改

O O O O

i

一

の

標
準
方
式
(
同
九

標
準
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
音
声
多
重
放
送
に
関

O

O
)

12:9 

O O
(
総
務
五
九
)

高
精
細
度
テ
レ
ビ
ジ
ョ

ン
放
送
(デ
ジ
タ

ル
放
送
を
除
く
。
)
に
関
す
る
送
信
の
標
準

方
式
を
廃
止
す
る
省
令
(
同
六 

高
精
細
度
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
音
声
多
重
放
送

O
)
 

波
数
終
了
対
策
業
務
に
関
す
る
規
則
の

一

に
関
す
る
送
信
の
標
準
方
式
を
廃
止
す
る

有
料
放
送
役
務
標
準
契
約
約
款
を
定
め
た

(同
二
四 

放
送
用
周
波
数
使
用
計
画
の

一
部
を
変
更

O
) 

組
織
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令

O

O O
(
同
七
八
)

電
気
通
信
事
業
紛
争
処
理
委
員
会
手
続
規

令

(
同
六
二
)	  

則
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令

(
同
七
九
) 

電
波
の
利
用
状
況
の
調
査
等
に
関
す
る
省

令
の一

部
を
改
正
す
る
省
令
(
同
八 

総
務
省
関
係
法
令
に
係
る
行
政
手
続
等
に

↑

に

関
す
る
送
信
の
標
準
方
式
(
同
九
一二)

一 
衛
星
一

般
放
送
に
関
す
る
送
信
の
標
準
方

O

ヨ主� 

O
省
令
(
同
六
二 

放
送
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省

O

す
る
件

(同
三
四
二 

放
送
普
及
基
本
計
画
の

一
部
を
変
更
す
る

O
件
(
同
二
四
二
) 

無
線
局
運
用
規
則
に
よ
り
呼
出
符
号
文
は

ヨi

O
呼
出
名
称
の
放
送
を
省
略
で
き
る
放
送
局

無
線
局
(
放
送
局
を
除
く
。
)
の
開
設
の
根

本
的
基
準
の
一

部
を
改
正
す
る
省
令 

O
)
 

一
正
す
る
省
令

(
総
務
・
文
部
科
学
一
)

一

〔

生

口

一

不

〕

一
O
無
線
局
免
許
手
続
規
則
第
二
条
第
六
項
第

七
一一

三
号
の
規
定
に
よ
り
、
同

一
人
に
属
す
る

八。/'-
12:9九六

お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す

る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省

O
有
基
準
に
関
す
る
省
令 

(同
八
三 
) 

基
幹
放
送
の
業
務
に
係
る
表
現
の
自
由
享

有
基
準
に
関
す
る
省
令
の
認
定
放
送
持
株

会
社
の
子
会
社
に
関
す
る
特
例
を
定
め
る

を
定
め
る
件
の一

部
を
改
正
す
る
件 

(同
二
四
三
) 

放
送
区
域
等
を
計
算
に
よ
る
電
界
強
度
に

O

一一

O

一一九
一

る
等
の

フ
レ
ー
ム
行
列
の
構
成
、
フ
レ
ー
ム
制
御

件
を
廃
止
す
る
件
(
総
務
二
三

二
)

一 一

二

以
上
の
無
線
局
相
互
間
に
お
い
て
共
通

に
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
装
置
を
定
め

九七

O

くつ� 

改
正
す
る
省
令

(
同
六
八
) 

電
波
監
理
審
議
会
議
事
規
則
の

一
部
を
改

正
す
る
省
令
(
同
六
九
)

Cコ� 

基
づ
い
て
定
め
る
場
合
に
お
け
る
当
該
電

界
強
度
の
算
出
の
方
法
を
定
め
る
件
の
一

部
を
改
正
す
る
件
(
同
一
一
四
回
) 

電
波
法
施
行
規
則
の
規
定
に
よ
り
、
時
計
、

O
業
務
書
類
等
の
備
え
つ
け
を
省
略
で
き
る

無
線
局
及
び
省
略
で
き
る
も
の
の
範
囲
並

び
に
そ
の
備
え
つ
け
場
所
の
特
例
又
は
共

用
で
き
る
場
合
を
定
め
る
件
の一

正
す
る
件
(
同
二
四
瓦
)

(
以
下
次
の
ぺ 

OO
省
令
(
同
八
三
)

一
般
放
送
の
設
備
及
び
業
務
に
関
す
る
届

出
の
特
例
を
定
め
る
省
令

(
同
八
四
) 

中
波
放
送
に
関
す
る
送
信
の
標
準
方
式

(同
八
五
) 

二
二
一

符
号
の
構
成
、
音
声
信
号
の
送
出
手
順
及

一

び
デ
ー
タ
パ
ケ
ッ
ト
の
送
出
手
順
を
定
め

三五

一
る
等
の
件
を
廃
止
す
る
件

(同
二
三
四
)

O 
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件
を
廃
止
す
る
件
(
同
二
三
九
) 

周
波
数
割
当
計
画
の

一
部
を
変
更
す
る
件 

O
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部
を
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続
く
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d
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日
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崎
〉
六
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�
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J

U
H

j
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薄
同開企
い
沼
田
�
 

ω
�
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F
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U
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E
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N
h
τ

第
二
条
第
六
項
第
二
号
及
び
第
三
号
を
削
り
、
同
項
第
一
号
の

二
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
項
第
一
号
を
同
項
第
二

号
と
し
、
同
項
に
第
一
号
と
し
て
次
の

一
号
を
加
え
る
。

一

固
定
局
、
地
上
基
幹
放
送
局
、
航
空
局
、
基
地
局
、
陸
上
移
動
中
継
局
、
陸
上
移
動
局
、

携
帯
局
、
無
線
航
行

陸
上
局
、
無
線
標
定
陸
上
局
、
人
工
衛
星
局
、

構
内
無
線
局
及
び
特
別
業
務
の
局
の
う
ち
二
以
上
の
無
線
局
相
互

置 聞
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
同
一
規
格
の
予
備
の
無
線
設
備
�
 (空
中
線
系
に
つ
い
て
は
、
同

一
型
式
と
す
る
。
)
の
装

第
二
条
第
六
項
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

四
海
岸
地
球
局
、
航
空
地
球
局
、
携
帯
基
地
地
球
局
、
船
舶
地
球
局
、
携
帯
移
動
地
球
局
及
び
地
球
局
の
う
ち
の

二
以
上
の
無
線
局
の
相
互
間
に
お
い
て
使
用
さ
れ
る
同

一
規
格
の
予
備
の
無
線
設
備
の
装
置
(
他
の
無
線
局
に
備

え
付
け
ら
れ
て
い
る
装
置
(
船
舶
地
球
局
の
も
の
を
除
く
。
)
を
含
む
。
)

五

多

重

回

線
を
構
成
す
る
固
定
局
相
互
聞
に
お
い
て
、
災
害
が
発
生
し
、
又
は
電
波
の
伝
搬
障
害
(法
第
百
三
条

の
二
第

一
項
に
規
定
す
る
伝
搬
障
害
防
止
区
域
に
係
る
重
要
無
線
通
信
の
電
波
伝
搬
路
に
お
け
る
も
の
を
除
く
。
)

が
生
じ
た
場
合
に
固
定
局
の
代
わ
り
に
臨
時
に
使
用
さ
れ
る
同

一
の
電
波
の
型
式
及
び
周
波
数
の
無
線
設
備
の
装

置
�
 (第

一
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除
く
。
)
 

-

第
四
条
第
二
項
の
表
第
一
号
中

「放
送
局
(
放
送
衛
星
局
及
び
放
送
試
験
衛
星
局
を
除
く
。
)
」
を
「
基
幹
放
送
局
�
 
(衛

星
基
幹
放
送
局
及
、び
衛
星
基
幹
放
送
試
験
局
を
除
く
。)」

に
改
め
、
同
表
第
十
号
中
「
放
送
衛
星
局
及
び
放
送
試
験
衛

星
局
」
を

「
衛
星
基
幹
放
送
局
及
び
衛
星
基
幹
放
送
試
験
局
」
に
改
め
る
。

第
五
条
第
四
項
中

「
登
録
点
検
事
業
者
」
を
「
登
録
検
査
等
事
業
者」

に
改
め
る
。

第
六
条
の
見
出
し
を
「
(
基
幹
放
送
局
の
事
業
計
画
)」に
改
め
、
同
条
第
一
項
第
五
号
中

「申
請
者
」
を
「
申
講
者
が

特
定
地
上
基
幹
放
送
局
又
は
特
定
地
上
基
幹
放
送
試
験
局
の
免
許
を
申
講
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
申
請
者
」
に
改
め
、

同
項
第
六
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

六

申
請
者
が
特
定
地
上
基
幹
放
送
局
又
は
特
定
地
上
基
幹
放
送
試
験
局
の
免
許
を
申
講
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、

申
請
者
自
ら
が
議
決
権
を
有
す
る
者
に
関
す
る
事
項
(
十
分
の

一
を
超
え
る
議
決
権
を
有
す
る
他
の
基
幹
放
送
事

業
者
(
放
送
法
第
二
条
第
二
十
三
号
に
規
定
す
る
基
幹
放
送
事
業
者
を
い
い
、

日
本
放
送
協
会
(
以
下
「
協
会
」

と
い
う
。
)
及
び
放
送
大
学
学
園
法
(
平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
六
号
)
第
三
条
に
規
定
す
る
放
送
大
学
学
園
(以

下

「学
園
」
と
い
う
。
)
を
除
く
。
以
下
問
じ
。
)
に
関
す
る
事
項
)

第
六
条
第

一
項
第
八
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

八
基
幹
放
送
の
業
務
を
行
う
事
業
又
は
放
送
法
第
百
十
八
条
第

一
項
に
規
定
す
る
放
送
局
設
備
供
給
役
務
の
提
供

隊輸
出
荷
滞
陣
論
制
糠
除
法
浴
時
舟
�
 
潟
お
迎
�
 

五
副
市
嚇
見
)
市
中
川
凪

「
向
日
。
ほ
同
州
重

六
叫
日
掛
押
」
叶
時
�
 

J

H
F
F
N

V
H削

5
3緬
ゆ
存
'
冶
梨
〉
見
)
兄
的
対
界
的
券
市
叫
四
郊
斗
か
苅
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川

耐
阿
川
印
刷
明
羽
州
�
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叫

ん
叩
刊
什
。
�
 

h

町刈� 
崎
〉
見
)
罰
的
対

4
d

昨
司
司
'

四割
合
周
耐
明
羽
河
内
�
 

(施
行
期
日
)

-

こ

の

省
令
は
、
放
送
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律

(
平
成
二
十
二
年
法
律
第
六
十
五
号
)
の
施
行
の
日
(
平
成

二
十
一二
年
六
月
三
十
日
)
か
ら
施
行
す
る
。

(経
過
措
位
)
 

2

免
許
人
が
総
合
通
信
局
長
に
提
出
す
る
無
線
設
備
等
の
点
検
実
施
報
告
書
の
様
式
は
、
こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後

O
の
別
表
第
五
号
の
三
の
様
式
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
省
令
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
す
る
日
ま
で
は
、

な
お
従
前
の
様
式
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
改
正
後
の
別
表
第
五
号
の
=
一の
注
�
 
5
に
掲
げ

る
内
容
を
別
紙
に
記
載
し
て
添
付
又
は
改
正
前
の
別
表
第
五
号
の

二
の
様
式
の
余
白
に
記
載
す
る
こ
と
。
�
 

総
務
省
令
第
六
十
五
号

放
送
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律

(
平
成
二
十
二
年
法
律
第
六
十
五
号
)
の
施
行
に
伴
い
、
電
波
法
(
昭
和
二
十

五
年
法
律
第
百
三
十
一

口
三
の
規
定
に
基
づ
き
、
及
び
同
法
を
実
施
す
る
た
め
無
線
局
免
許
手
続
規
則
の

一
部
を
改
正

す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
三
年
六
月
二
十
九
日

総
務

大

臣

片

山

善

博

無
線
局
免
許
手
続
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令

無
線
局
免
許
手
続
規
則

(
昭
和
二
十
五
年
電
波
監
理
委
員
会
規
則
第
十
五
号
)
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第

一
項
第

一
号
川
及
び
聞
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

山
特
定
地
上
基
幹
放
送
局

凶

特
定
地
上
基
幹
放
送
局
以
外
の
地
上
基
幹
放
送
局

第
二
条
第

一
項
第

一
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

間

特
定
地
上
基
幹
放
送
獄
験
局

凶

特
定
地
上
基
幹
放
送
試
験
局
以
外
の
地
上
基
幹
放
送
試
験
局

第
二
条
第

一
項
第
九
号
川
及
び
問
を
次
の
よ
う
に
改
め
る。

川

衛

星

基

幹
放
送
局
�
 

ω
衛
星
基
幹
放
送
試
験
局

に
改
め
、
同
条
第
五
項
中

「放
送
局
(
放
送
試
験
局
、

F

放
送
衛
星
局
、
放
送
試
験
衛
星
局
及
び
放
送
」
を

「基
幹
放
送
局

(基
幹
放
送
(
法
第
五
条
第
四
項
の
基
幹
放
送
を
い

同
じ
。
)
」
に
改
め
、
「
�
 (電
気
通
信
業
務
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
を
除
く
。
)
」
を
削
り
、

「、
受
託
国

内
放
送
、
受
託
協
会
国
際
放
送
、
受
託
内
外
放
送
」
を
「
、
衛
星
基
幹
放
送
、
内
外
放
送
」
に
、
「
放
送
局
が
」
を
「
基

を
行
う
事
業
と
併
せ
行
う
事
業
及
び
当
該
事
業
の
業
務
の
概
要
並
び
に
将
来
の
事
業
予
定
並
び
に
経
営
方
針
と
し

て
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
区
分
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
事
項

霊の 童機霊聖 聖に霊の� iリ

場合以下基

にの

幹放

第
二
条
第
二
項
中
「
第

一
号
間
」
を
「
第
一
号
聞
及
び
凶」

F

幹
放
送
局
が
」

に
改
め
、
同
項
第

一
号
中
「
放
送
の
」
を

「国
内
放
送
等
の
基
幹
放
送
の
」
に
改
め
、
同
号
聞
を
削
り
、

同
号
聞
を
同
号
聞
と
し
、
同
号
凶
を
同
号
聞
と
し
、
同
号
聞
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

凶

内

外

放

送

第
二
条
第
五
項
第

一
号
間
及
び
附
を
削
る
。
�
 

第
二
条
第
五
項
第
五
号
中
「
第
三
条
の
五
」
を
「
第
八
条
」

に
、
「別
表
第

一
号
(
注
)
十
四
」
を
「別
表
第
五
号
(
注
)

十
二
」
に、

「別
表
第
一

号

(
注
)
十
五
」
を
「
別
表
第
五
号
�
 (注
)
十
=ご
に
改
め
、

「、
衛
星
補
助
放
送
」
を
削
り
、
「
放

送
の
」
を
「
基
幹
放
送
の
」
に
改
め
、

同
号
を
同
項
第
六
号
と
し
、
同
項
第
四
号
中

「
放
送
又
は
そ
れ
以
外
の
放
送
」

を
「
基
幹
放
送
又
は
そ
れ
以
外
の
基
幹
放
送
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
五
号
と
し
、
同
項
第
一

越
幹
放
送
の
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
四
号
と
し
、
同
項
第
二
号
を
同
項
第
三
号
と
し
、
同
項
第

一
号
の
次
に
次

験試

(6) 
害項

二
号
中
「
放
送
の
一
を

/¥ 

基

幹放送

放
送

を
行

験試

及び

局

つ
実
用

化試

験
局
の

基放幹

送
試

方
法

及ぴ

体回 査調� 

方
法

言十
阿

二

地
上
基
幹
放
送
等
の
基
幹
放
送
の
区
分

川

地
上
基
幹
放
送

凶

術
星
基
幹
放
送

場、三ゴEメ� 

日式
験
の

ロ イ
験 と送
局地 験特
の上

いう試定

合基
J局地

場幹� の(上

特定送局 分区

地び上及

4有 基幹特
星

定

放地
送上
局基
等幹

放� 

(5) ( 2) (4) (3) ( 1) 

放送放送 放送放送� . 送週問放送放

研 」法
番 番組 放番 番

作プ柄L と第 組 送組 組
又 い百 の の番 の の� 
lま う八

J条

的 の 機 関 関基
構 に にす 準� |

す関規定

事るよに 及びす関 す関基る

考査 るる 本
事事 計

す関

に項 項画

る
事

及び 項る

放送

以
下
1〈「代え

ァ回て

体的

言十
阿
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第
六
条
第
二
項
各
号
列
記
以
外
の
部
分
中

「日
本
放
送
協
会
(
以
下
「
協
会
」
と
い
う
。
)
」
を

「

同
項
第
七
号
中
「
放
送
局
」
を

「基
幹
放
送
局
」
に
改
め
、
同
項
第
八
号
中
「
放

協
会
」
に
、
「
放
送

の
二
」
を

「
第
十
二
条
」
に、

「第
三
条
か
ら
第
七
条
ま
で
」
を
「
第
四
条
か
ら
第
八
条
ま
で
」
に
、

「標
準
テ
レ
ビ
ジ

ョ

ン
文
字
多
重
放
送
に
関
す
る
送
信
の
標
準
方
式
(
昭
和
六
十
年
郵
政
省
令
第
七
十
七
号
」
を

「標
準
テ
レ
ビ
ジ

ョ
ン
文

字
多
重
放
送
に
関
す
る
送
信
の
標
準
方
式
(
平
成
二
十
三
年
総
務
省
令
第
九
十
二
号
」
に
、
「
第
二
条
か
ら
第
十
条
ま
で

を

「第
三
条
か
ら
第
十

一
条
ま
で
」
に
、
「
標
準
テ
レ
ビ
ジ

ョ
ン
・

デ 

タ
多
重
放
送
及
び
高
精
細
度
テ
レ
ビ
ジ
ヨ
ン
・

タ
多
重
放
送
に
関
す
る
送
信
の
標
準
方
式
(
平
成
六
年
郵
政
省
令
第
四
十
七
号
。
以
下
「
標
準
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
・

l

l

局
」
を
「
基
幹
放
送
局
」
に
改
め、

M日

送
試
験
局
及
び
放
送
試
験
衛
星
局」

を

「地
上
基
幹
放
送
試
験
局
及
び
衛
星
基
幹
放
送
試
験
局
」
に
改
め
、
同
項
第
九

号
中
「
放
送
」
を
「
基
幹
放
送
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
放
送
大
学
学
園
法 
(平
成
十
四
年
法
律
第
百
五
十
六
号
)

第
三
条
に
規
定
す
る
放
送
大
学
学
園
(
以
下

「晶子
園」

と
い
う
。
)
」
を

「学
園
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
中
「
基
本
計

画
」
の
下
に
「
(
特
定
地
上
基
幹
放
送
局
等
の
場
合
に
限
る
。
)
」
を
加
え
、
同
項
第
丘
号
及
び
第
六
号
中

「事
項
」
の
下

に
「
(
特
定
地
上
基
幹
放
送
局
等
の
場
合
に
限
る
。
)
」
を
加
え
、
同
項
第
七
号
中
「
放
送
試
験
局
及
び
放
送
試
験
衛
星
局
」

を
「
地
上
基
幹
放
送
試
験
局
及
び
衛
星
基
幹
放
送
試
験
局
」
に
改
め
、
同
項
第
八
号
中
「
放
送
」
を
「
基
幹
放
送
」

に

改
め
、
同
条
第
四
項
中
「
又
は
衛
星
補
助
放
送
」
を
削
り
、
「
放
送
局
」
を
「
基
幹
放
送
局
」
に
改
め
、
同
条
第
五
項
中

「第
三
条
の
五
」
を
「
第
八
条
」
に
、「
放
送
局
」
を
「
基
幹
放
送
局
」
に
改
め
、
同
項
第
一
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

二

経

営
方
針
と
し
て
次
に
掲
げ
る
事
項

イ
放
送
事
業
と
併
せ
行
う
事
業
及
び
当
該
事
業
の
業
務
の
概
要
並
び
に
将
来
の
事
業
予
定

ロ

週

間
放
送
番
組
の
編
集
に
関
す
る
事
項、

放
送
番
組
の
編
集
の
機
構
及
び
考
査
に
関
す
る
事
項
並
び
に
災
害

放
送
に
関
す
る
事
項
(
特
定
地
上
基
幹
放
送
局
等
の
場
合
に
限
る
。
)

第
六
条
第
六
項
中

「
放
送
局
」

を
「
基
幹
放
送
局
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
災
害
放
送
に
関
す
る
事
項
」
の
下

に
「(特
定
地
上
基
幹
放
送
局
等
の
場
合
に
限
る
。
)
」
を
加
え
、
同
条
第
七
項
を
削
り
、
同
条
第
八
項
中
「
放
送
局
」
を

「基
幹
放
送
局
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
事
項
ご
の
下
に
「
(
特
定
地
上
基
幹
放
送
局
等
の
場
合
に
限
る
。
)
」
を
加

え
、
同
項
を
同
条
第
七
項
と
す
る
。

第
七
条
第
二
項
中

「放
送
局
」
を
「
基
幹
放
送
局
」
に
改
め
る
。

第
八
条
第
一
一
墳
の
表
中
「
放
送
局
」
を

「基
幹
放
送
局
」
に
改
め
る
。

第
十
条
の
二
第
二
項
中
「
衛
星
系
に
よ
る
も
の
に
限
る
。」
を
削
り
、
「
放
送
局
」
を

「衛
星
基
幹
放
送
局
」
に
改
め
、

同
条
第
三
項
中
「
放
送
局
」
を

「基
幹
放
送
局
」
に
、

「標
準
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
(
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
除
く
。
)
に
関
す

る
送
信
の
標
準
方
式

(
平
成
三
年
郵
政
省
令
第
三
十
六
号
」
を
「
標
準
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
(デ
ジ
タ
ル
放
送
を
除
く
。
)

に
関
す
る
送
信
の
標
準
方
式
(
平
成
二
十
三
年
総
務
省
令
第
八
十
八
号
」
に
、

「第
九
条
の

二
」
を
「第
十
二
条
」
に
、

「標

準
テ
レ
ビ
ジ
ョ

ン
音
声
多
重
放
送
に
関
す
る
送
信
の
標
準
方
式
(
昭
和
五
十
八
年
郵
政
省
令
第
二
十
三
号
」
を
「
標
準

テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
音
声
多
重
放
送
に
関
す
る
送
信
の
標
準
方
式
(
平
成
二
十
三
年
総
務
省
令
第
九
十

一
号
」
に、

「第
三
条

か
ら
第
七
条
ま
で
」
を

「第
四
条
か
ら
第
八
条
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
第
問
項
中
「
(
衛
星
系
に
よ
る
も
の
に
限
る
。
)
」

を
削
り
、
「
放
送
局
」

を

「衛
星
基
幹
放
送
局
」

に
改
め
、
同
条
第
五
項
か
ら
第
九
項
ま
で
の
規
定
中

「放
送
局
」
を
「
墓

1!<n

併
放
送
局
」
に
改
め
る
。

第
十
条
の
三
の
表
第

一
号
中
「
放
送
局
」
を
「
基
幹
放
送
局
」
に
、
「
併
せ
て
指
定
す
る
」

を

「
、
基
幹
放
送
に
加
え

て
基
幹
放
送
以
外
の
無
線
通
信
の
送
信
を
す
る
無
線
局
に
つ
い
て
は
、
当
該
送
信
を
行
う
に
際
し
て
使
用
す
る
最
大
空

中
線
泊
力
を
併
せ
て
指
定
す
る
」
に
改
め
、
同
表
第
二
号
中
「
放
送
局
」
を
「
基
幹
放
送
局」

に
改
め
、
「
指
定
す
る
」

の
下
に
「
。
ま
た
、
基
幹
放
送
に
加
え
て
基
幹
放
送
以
外
の
無
線
通
信
の
送
信
を
す
る
無
線
局
に
つ
い
て
は
、
当
該
送

信
を
行
う
に
際
し
て
使
用
す
る
最
大
空
中
線
電
力
を
併
せ
て
指
定
す
る
」
を
加
え
、
同
表
第
三
号
中
「
放
送
局」
を
「基

幹
放
送
局
」
に
改
め
、
「
及
び
衛
星
補
助
放
送
を
行
う
も
の
」
を
削
り
、「超
短
波
放
送
に
関
す
る
送
信
の
標
準
方
式
(
昭

和
四
十
コ
一年
郵
政
省
令
第
二
十
六
号
」
を

「超
短
波
放
送
に
関
す
る
送
信
の
標
準
方
式
(
平
成
二
十
三
年
総
務
省
令
第

八
十
六
号
」

に
、
「
第
五
条
の
二
」
を
「
第
七
条」

に
、
「
超
短
波
音
声
多
重
放
送
及
び
超
短
波
文
字
多
重
放
送
に
関
す
る

送
信
の
標
準
方
式
(
昭
和
六
十
三
年
郵
政
省
令
第
二
十
五
号
」
を

「超
短
波
音
声
多
重
放
送
及
び
超
短
波
文
字
多
重
放

送
に
関
す
る
送
信
の
標
準
方
式
(
平
成
二
十
三
年
総
務
省
令
第
八
十
九
号
」
に
、
「
第
二
条
か
ら
第
七
条
ま
で
」
を

「第

三
条
か
ら
第
八
条
ま
で
」
に
改
め
、

「指
定
す
る」

の
下
に

つ

ま
た、

基
幹
放
送
に
加
え
て
基
幹
放
送
以
外
の
無
線
通

信
の
送
信
を
す
る
無
線
局
に
つ
い
て
は
、
当
該
送
信
を
行
う
に
際
し
て
使
用
す
る
最
大
空
中
線
電
力
を
併
せ
て
指
定
す

る
」
を
加
え
、
同
表
第
四
号
中

「放
送
局
」
を

「基
幹
放
送
局
」
に
改
め
、
「
指
定
す
る
」
の
下
に

「。
ま
た
、
基
幹
放

送
に
加
え
て
基
幹
放
送
以
外
の
無
線
通
信
の
送
信
を
す
る
無
線
局
に
つ
い
て
は
、
当
該
送
信
を
行
う
に
際
し
て
使
用
す

る
最
大
空
中
線
包
カ
を
併
せ
て
指
定
す
る
」
を
加
え
、
同
表
第
五
号
中

「放
送
局
」
を

「基
幹
放
送
局
」
に
、
「
第
九
条

デデ 

タ
多
重
放
送
等
の
標
準
方
式
」
と
い
う
。
)
第

一
条
の
三
か
ら
第
一
条
の
十

一
ま
で
及
び
第

一
条
の
十
三
か
ら
第

一

条
の
十
六
ま
で
」
を

「標
準
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
・
デ

1
タ
多
重
放
送
に
関
す
る
送
信
の
標
準
方
式
(
平
成
二
十
三
年
総
務

省
令
第
九
十
一二
号
。
以
下
「
標
準
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
・

デ 

タ
多
重
放
送
の
標
準
方
式」

と
い
う
。
)第
五
条
か
ら
第
十
=

l

I

条
ま
で
及
び
第
十
五
条
か
ら
第
十
八
条
ま
で
」
に
改
め
、
「
指
定
す
る
」
の
下
に

つ

ま
た
、
基
幹
放
送
に
加
え
て
基
幹

放
送
以
外
の
無
線
通
信
の
送
信
を
す
る
無
線
局
に
つ

い
て
は
、
当
該
送
信
を
行
う
に
際
し
て
使
用
す
る
最
大
空
中
線
電

力
を
併
せ
て
指
定
す
る
」
を
加
え
、

同
表
第
六
号
中

「放
送
衛
星
局
及
び
放
送
試
験
衛
星
局
並
び
に
放
送
」
を

「
術
忠
一

基
幹
放
送
局
及
び
衛
星
基
幹
放
送
試
験
局
並
び
に
基
幹
放
送」

に
改
め
、

「指
定
す
る
」
の
下
に

つ

ま
た
、
基
幹
放
送

に
加
え
て
基
幹
放
送
以
外
の
無
線
通
信
の
送
信
を
す
る
無
線
局
に
つ
い
て
は
、
当
該
送
信
を
行
う
に
際
し
て
使
用
す
る

最
大
空
中
線
電
力
を
併
せ
て
指
定
す
る
」
を
加
え
る。

第
十
二
条
第

一
項
第
一-号
中

「規
定
に
よ
り
」
の
下
に
「無
線
局
の
目
的
、
」
を
加
え
、

「又
は
無
線
設
備
の
設
置
場
所
」

を

、「

無
線
設
備
の
設
置
場
所
又
は
基
幹
放
送
の
業
務
に
用
い
ら
れ
る
電
気
通
信
設
備
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
を
問

項
第
四
号
と
し
、
同
項
第
二
号
の
次
に
次
の

一
号
を
加
え
る
。

三

法
第
九
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
届
出
を
し
よ
う
と
す
る
場
合

第
十
二
条
第
二
項
中

「放
送
局
」
を
「
基
幹
放
送
局
」
に
改
め
る
。

第
十
五
条
第

一
項
第

一号、

第
三
項
及
び
第
四
項
中
「
放
送
局
」
を
「
基
幹
放
送
局」

に
改
め
る
。

第
十
五
条
の
一一
の
二
第

一
項
中
「
放
送
局
」
を

「基
幹
放
送
局
」
に
、
「
放
送
の
区
分
」
を
「
基
幹
放
送
の
区
分
」
に
、

「放
送
の
種
類
」
を
「
基
幹
放
送
の
種
類
」
に
改
め
る。

第
十
六
条
第
一
項
第
七
号
中
「
放
送
局
」
を

「基
幹
放
送
局
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中

「放
送
局
に
」
を
「
基
幹

放
送
局
に
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中

「放
送
局
」
を

「基
幹
放
送
局」

に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
放
送
事
項
」
の

下
に

「
(
特
定
地
上
基
幹
放
送
局
等
の
場
合
に
限
る
。
)
」
を
加
え
、
同
項
第
五
号
中

「放
送
局」

を
「
基
幹
放
送
局
」

に

改
め
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

六

一

の

放
送
系
に
お
け
る
地
上
基
幹
放
送
の
業
務
を
行
う
こ
と
に

つ
い
て
放
送
法
第
九
十
三
条
第

一
項
の
規
定
に

よ
り
一
の
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
の
当
該
業
務
に
用
い
ら
れ
る
無
線
局
の
免
許
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
に
あ

っ
て
は
、
当
該
認
定
を
受
け
よ
う
と
す
る
一
の
者
の
氏
名
又
は
名
称

第
十
六
条
第
三
項
及
び
第
四
項
中

「放
送
局
」
を

「基
幹
放
送
局
」
に
改
め
る
。

第
二
十
条
の
二
第
一
項
中
「
第
一
一十
条
第
一
項
、
第
五
項
及
び
第
六
項
」
を
「
第
三
十
条
第
一
項
、
第
七
項
及
び
第

八
項
」
に
、
「
第
二
十
条
第
七
項」

を
「
第
二
十
条
第
九
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
項
中
「
第
-
一十
条
第
八
項
」
を
「
第

二
十
条
第
十
項」

に
改
め
る
。

第
二
十
条
の
三
第

一
項
中
「
(
同
条
第
八
項
」
を

「、
第
四
項
(
分
割
に
係
る
部
分
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

同
じ。
)
文
は
第
五
項
(
合
併
に
係
る
部
分
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い

て
同
じ
。
)
(
法
第
二
十
条
第
十
項
」
に
、
「
地

位
を
承
継
し
よ
う
」
を
「
地
位
の
承
継
(
承
継
し
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
)

を
し
よ
う
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
事
業
の
全
部
」
の
下
に
「
(
法
第
二
十
条
第
四
項
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
無
線

局
を
そ
の
用
に
供
す
る
事
業
の

一
部
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
)
」
を
加
え
、
同
項
第
三
号
中
「
に
よ
る
登
記
の

予
定
年
月
日
」
を

「が
そ
の
効
力
を
生
ず
る
予
定
年
月
日
」
に
改
め
、

同
条
第
二
項
中
「
放
送
局
」
を
「
基
幹
放
送
局
」

に
改
め
、
同
項
に
次
の

一
号
を
加
え
る
。

三

基
幹
放
送
の
業
務
に
用
い
ら
れ
る
電
気
通
信
設
備
の
概
要
及
び
基
幹
放
送
の
業
務
を
維
持
す
る
に
足
り
る
技
術

h
d
勺ロ
じ
じ

ム問
問
」
，
ノ

一十
条
の
三
第
四
項
第
二
号
中

「足
り
る
書
類
」
の
下
に
「
(
地
上
基
幹
放
送
の
業
務
の
用
に
供
す
る
基
幹
放
送
局

の
場
合
は
、
放
送
法
第
百
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
放
送
局
設
備
供
給
役
務
に
係
る
契
約
書
の
写
し
を
含
む
。
)し
を
加
え
、

第
二
十
条
第
二
項
」
の
下
に
寸
第
四
項
又
は
第
五
項
」
を
加
え
る
。

第一
同
条
第
七
項
中

「
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第
二
十
五
条
の
四
第
二
項
中

「
第
二
十
七
条
の
十
三
第
二
項
第
十
号
」
を
「
第
二
十
七
条
の
十
三
第
二
項
第
九
号」

に
改
め
る
。

第
二
十
条
の
三
の
二
第
一
項
中
「
(同
条
第
八
項
」
を

「、
第
四
項
後
段
(
特
定
地
上
基
幹
放
送
局
の
免
許
人
が
当
該

基
幹
放
送
局
を
譲
渡
し
、
譲
受
人
が
当
該
基
幹
放
送
局
を
譲
渡
人
の
地
上
基
幹
放
送
の
業
務
の
用
に
供
す
る
業
務
を
行

お
う
と
す
る
場
合
に
係
る
部
分
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
)又
は
第
五
項
後
段
(
地
上
基
幹
放
送
の
業
務

を
行
う
認
定
基
幹
放
送
事
業
者
が
当
該
地
上
基
幹
放
送
の
業
務
の
用
ヒ
供
す
る
基
幹
放
送
局
を
譲
り
受
け
る
部
分
に
限

る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
)

(法
第
二
十
条
第
十
項
」

に
、
「
地
位
を
承
継
」
を

「地
位
の
承
継

(承
継
し
た
も

の
と
み
な
さ
れ
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
)
を
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
放
送
局
」
を
「
基

幹
放
送
局
」

に
改
め
、
同
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

基
幹
放
送
の
業
務
に
用
い
ら
れ
る
電
気
通
信
設
備
の
槻
要
及
び
基
幹
放
送
の
業
務
を
維
持
す
る
に
足
り
る
技
術

的
能
力

第
二
十
条
の
三
の
二
第
四
項
第

一
号
中

「契
約
書
の
写
し
」
の
下
に

「(地
上
基
幹
放
送
の
業
務
の
用
に
供
す
る
基
幹

放
送
局
の
場
合
は
、
放
送
法
第
百
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
放
送
局
設
備
供
給
役
務
に
係
る
契
約
書
の
写
し
を
含
む
。
)
」

を
加
え
、
同
条
第
七
項
中
「
第
一
一
十
条
第
三
項
」
の
下
に

「、
第
四
項
又
は
第
五
項
」
を
加
え
る
。

第
二
十
条
の
三
の

二
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る。

第
二
十
条
の
三
の
三

法
第
二
十
条
第
四
項
後
段 

(特
定
地
上
基
幹
放
送
局
の
免
許
人
が
地
上
基
幹
放
送
の
業
務
を
譲

波
し
、
そ
の
譲
渡
人
が
当
該
基
幹
放
送
局
を
譲
受
人
の
地
上
基
幹
放
送
の
業
務
の
用
に
供
す
る
業
務
を
行
お
う
と
す

る
場
合
に
係
る
部
分
に
限
る
。
以
下
と
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
)
又
は
法
第
二
十
条
第
五
項
前
段
(
他
の
地
上
基
幹
放

送
の
業
務
の
用
に
供
す
る
基
幹
放
送
局
の
免
許
人
が
当
該
地
上
基
幹
放
送
の
業
務
を
行
う
事
業
を
譲
り
受
け
る
場
合

に
係
る
部
分
に
限
る。

以
下
こ

の
条
に
お
い
て
同
じ
。
)
(
法
第
二
十
条
第
十
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。

第
六
項
に
お
い
て
同
じ
。)
の
規
定
に
よ
り
、

総
務
大
臣
の
許
可
を
受
け
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を

記
載
し
た
申
請
書
を
総
務
大
臣
文
は
総
合
通
信
局
長
に
提
出
し
て
行
う
も
の
と
す
る
。

一

議
受
人
が
事
業
を
譲
り
受
け
る
年
月
日

二

事
業
の
譲
渡
し

(法
第
二
十
条
第
四
項
後
段
の
場
合
。
第
三
項
第

一
号
に
お
い
て
同
じ
。
)
又
は
譲
受
け

(
法
第

二
十
条
第
五
項
前
段
の
場
合
。
第
三
項
第
一

号
に
お
い
て
同
じ
。
)
の
理
由

三

本

継
に
係
る
無
線
局
の
識
別
信
号
、
種
別
、
免
許
番
号
又
は
予
備
免
許
の
番
号
及
び
免
許
の
有
効
期
間

四
譲
渡
人
(
法
第
一
一十
条
第
四
項
後
段
の
場
合
。
次
号
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ。
)
又
は
譲
受
人

(法
第
二
十
条

第
丘
項
前
段
の
場
合
。
次
号
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
)
の
事
業
計
画
及
び
事
業
収
支
見
積
り

五
譲
渡
人
の
無
線
局
の
運
用
賓
の
支
弁
方
法

六
基
幹
放
送
の
業
務
に
用
い
ら
れ
る
電
気
通
信
設
備
の
概
要
及
び
基
幹
放
送
の
業
務
を
維
持
す
る
に
足
り
る
技
術

的
能
力

2
前
項
の
申
部
容
の
様
式
は
、
別
表
第
四
号
の
二
で
定
め
る
。 

3

第

一一
墳
の
申
請
書
に
は
、

次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
す
る
。

一

半
業
の
譲
渡
に
関
す
る
契
約
書
の
写
し

二

議

一
般
人
が
法
人
で
あ
る
と
き
は
、
そ
の
定
款

三

譲

渡
人
が
法
人
格
な
き
組
合
で
あ
る
と
き
は、

そ
の
組
合
契
約
書 

4

第

一
項
及
び
前
項
の
添
付
書
類
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
写
し
二
通
を
添
え
る
も
の
と
す
る
。 

5

第
八
条
第
一

項
た
だ
し
書
の
規
定
は
、
前
項
の
場
合
に
準
用
す
る
。 

6

第
八
条
第
二
項
の
規
定
は
、
法
第
二
十
条
第
四
項
後
段
の
規
定
に
よ
り
許
可
を
与
え
た
場
合
に
準
用
す
る
。

第
二
十
一
条
第
三
項
中
「
衛
星
系
に
よ
る
も
の
に
限
る。」
を
削
り
、
「
放
送
局
」
を
「
衛
星
基
幹
放
送
局
」
に
改
め
、

同
条
第
四
項
中
「
放
送
局
」
を
「
基
幹
放
送
局」

に
改
め
、
同
条
第
五
項
中
「
(
衛
星
系
に
よ
る
も
の
に
限
る
。
)
」
を
削

り
、
「
放
送
局
」
を
「
衛
星
基
幹
放
送
局」

に
改
め
、
同
条
第
六
項
か
ら
第
十
項
ま
で
の
規
定
中

「放
送
局
」
を
「
基
幹

放
送
局
」
に
改
め
る
。

第
二
十
四
条
の
三
を
削
り
、
第
二
十
四
条
の
四
を
第
二
十
四
条
の
三
と
し
、
第
三
十
四
条
の
五
を
第
二
十
四
条
の
四

と
す
る
。

第
二
十
五
条
第
二
項
中
「
第
二
条
第
六
項
第

一
号
又
は
同
項
第

一
号
の
二
」
を

「第
二
条
第
六
項
第
二
号
又
は
第
三

号
」
に
改
め
る
。

、「
 

uC
件 

放
送
」
に
、「
第
二
条
第
二
号
の
二
の
六
」
を

「
第
二
条
第
十
四
号
」
に
改
め
、
「
(
電
気
通
信
業
務
を
行
う
こ
と
を
目
的

と
す
る
も
の
を
除
く
。
以
下
同
じ
。
)
」
を
削
る
。

別
表
第

一
号
の
二
注 
5
川
中
「
津
阪
迎
」
を
「
桝
同
等
法
除
湿
」
に
、
「
添
い
休
日
〉
」
を

「

隊
司
河

出 間� 

w 
C刀

づ� Z

画� J 

ii.i 
悩
畑� 
U 

。
。
常
国

5
の
表
中

「
∞」

を
「 

」
に
、
「 

N

ω
N

を
「 

∞」
に、「 

印」
を
「
日
申」
に
改
め
、
同
表
の 
4
の
表
中

「
日
出
」
を

「 
」
に、

N

N

ω
C

「 
」
を
「 
出
」
に

溺
港
旅
川
歌
山
林
時 

長
什
見
)
械
情府
議
内
制
斗
か
耐
抑
片
岡
而
浴
剤
摘
さ
沼
津
同
開
制
糠
時

六
週
叫
が
制
輝
」
を
「
桝
零
浮
い
体
制
料
品
時
行
活
斗
向
日
制
畑
」
に
、
「 

品」

N
N

N

l

N
」

第
二
十
五
条
の
八
中
「
放
送
局
」
を
「
基
幹
放
送
局
」
に
、「
移
動
受
信
用
地
上
放
送
」
を
「
移
動
受
信
用
地
上
基
幹

桝
零
津
隊
見
)
」
に
改
め
る
。

の
表
題
中
「
浮
い
体
羽
(
涛
ほ
強
畑
迦
河
口
汚
能
試
簿
お
畑
潤
」
を
「
桝
零
時沖
地問調(品目白
畑
桝骨骨
法

部
岡
山
料
品
持
法
保
則
拘
禁
酒
」
に
改
め
る
。

別
表
第
二
号
第 

の 

q

I l

l

別
表
第
二
号
第

ト。 信ト。
に日� 

込 w tFコ� ト、A 

喜建議� 

、-コ台ト 4 

がゆ 嵐Ti� ~(ì" E器 出品

tv EpG。

河童'"山話� PdEE涛I>I!'中Q‘ lliiii適桝 古河斗� E尚f世 喜i蹟怒
思三き吉議本叫零 33 勢。� J主決主ヰ� 

見直τ耳津1効草' 童話小 由骨内+ 見出� 

~ù1Ì>Î!' 童圏書零主院主ヰF溜N存 |3'"士� 3/4:<1 童話� 

と士Ti� 3 片書岡聖心<3 日ご手� s s 
同� H'険 直抑島湖S採権 合併

唱HEI 4hEi間亡3lj滅詳 通n ~出 )<:1¥.5'
の
表
中

「活
保
司
機
」
を
「
桝
零
漂
流
週
」

に
改
め、

¥」再平
c一トー N

E U乙心
呼込 士，と斗

、ー� -

冶¥+: 
を

「ωω
」
に
改
め
、
同
表
の 
5
の
次
に
次
の

一
表
を
加
え
る
。

浦
言器� 
aI! 

民m S 
医l 
~ 

1 | | トー
乙心σ、

ω

w
w

S

H

F存
三宅 〉

|州� )<:1 

N
ω

協 一
を

「日叶」

1 

国 由社 与やIiJl[1 
古河

δ 
話 トー�  

→t¥ I※ 
o'-

1録
I 

1 

古河 出

主キ

、}
¥」

4と士に
改
め
、
同
表
の 
3
の
表
中
「 

同
表
の 
2
の
表
中

〈
白
骨 

糠
論
議
〉
当」品
琳 
)

H

斗i選
時執� 
Ji.D 

トー「

「
吋
」
を
「
出
」
に
改
め
、

同
表
の 

、

N

一

を



宗根将棋 11 世著書 .--< 8組 .--<8 刊当W手~8 "-ù)í\l.，!主主交の。 E芸術総11olr'	 'i@:~(;出口 P"如実，t-CJ項又は1第4条の15ト以「努J8モト「ただし、8:lli:=: '--<lM 対三時ざる

区 日リ 記載する 欄 備 考� 

1 免許の申請の場合� 1 2 4 5 6 7 8 
11 13 14 15 (注 1 ) 16 
17 18 19 20 21 

22 (注 2 ) 23 24 (注 2)

25 26 27 28 29 30 31 

32 33 34 (注 3)

(注 1 ) 特場定合地に上基幹放送局等� 
の 限る。� 

位� 2) 特定地� I草塁壁E送廷局以
外の地上基 局又は� 

特定外地上基 放 試験試局
以の地上幹放送験�  
局の場合に限る。� 

:出ヨモト 「当該放送局J ¥(d 1当該基幹放送局Jtd部'f;'� i@:~(土日 tコ任 「放送局J ¥(d 1基幹放送局」ピ悩'f;' 

i@:i 霊心'i@:土日Eコ 広告(商業案内、スポット ・アナウンス� ;][0:モト 「コー ド	J ¥(d 2h七日ロヨモト「、広告� 

等)J¥(d歪む， 1コード� [06]その他(放送番組の予告等)J~J 1コー ド� [06Jその他 (通信販売番組等)J 

td古当官'i@:剥口豆ω歪む'i@:剣口豆tl-1何外国放送事業者の委託に基づいて行う中継国際放送J¥(d1何

外国放送事業者により行われる中継国際放送� td部'fd'i@:組tコ亘¥(di@:~何剥 EZ E孔Jj i@:縦 士!j ~ モト

「、24、26及び28J ¥(d 1、28、30、32及び34J td' 1当該放送局J印「当該基幹放送局� td部'f;'i@:1縦

士己53三fヘモト「占有帯域幅J j(cJ 1占有周波数帯幅Jtd古当官' i@:土tl~êモト 「放送局J "lu 1基幹放送局j 以

悩宏，� i@:i §ヤ壬「第� 9条の� 2J j(cJ 1第12条Jtd' 1第� 3条から第� 7条までJ "ld 1第4条から第� 8条吋Eミ

(止 

O
F

寸 35 (注 3) 36 (注 3) (注 3) 基幹放送に加線えて基幹 まで� td古当官'区制53宣告「放送局J ~u 1基幹放送局J td 恒常'i@: J;tl ~ê{\ 8 告さ td長Q吋小td異州防。送
放信送以す外の無 通信の エ 基幹放送に加えて基幹放送以外の無線通信の送信をする無線局については、当該送信を行

を る無線局の場合に

掠
品、
昨 
)


限る。� うに際して使用する最大空中線電力についても(弁せて記載すること。

&>1t!可燃1仕様.--<8組問モト「放送局」今年J1基幹放送局� td部'f; 2記号「文は衛星補助放送J j(cJ'i@:伎!
場更合の申請又は届出� 根組i@:.Y..土日~，.\Ji@:附Rij(cJtli@:縦士j日沼，.¥Ji土j(cJi@:1tl¥(tlg豆心'i@:縦士予備免許中の変更を除(注1)4 5(注1)	の変2

o 

3 
9 


2 
7 


1 
6 


..;l;，.¥Jtl*縦士j(cJi@: モトE3i@:*持制.Y~
(注1)	 く� 

129の欄J j(cJ 133の欄Jtd' 1放送局Jiω 「基幹放送局j 以哲也，� @::lli:;;;j(cJi@:1t!同組およJj i@:何回 8~
10 (注1) 16 (注1) 17 (注� 2) 20の欄から27場の合欄まで� 以告さ8.1-6小td黒，t-Ct{<I'18 19 (注 2) 28 (注 3) に変更がある に限� 
30 (注 4) 32 (注 5) る。� 

34 (注 6) 	 (注 3) 29の榊lに変更がある場

当該変更に係る記載欄
合に限る。

(注 4) 31の縦lに変更がある場
合に限る。� 

与野 (注� 5) 33の欄に変更がある場
合に限る。

(注 6) 35の欄又は36の欄に変
更がある場合に限る。� 

{皿 3 再免許の申請の場合	 l 2 3 4 5 6 7 (注 1) 特定メ仁入3 地上基幹放送局等� 
9 11 12 14 15 (注 1) の場に限る。� 
16 17 18 19 20 (注 2) 

22 (注 2) 23 24 (注 2) 特定地地上幕斡幹基幹政放
幹放送佳局以外特の上基 試局又は� 

田

川市
 25 26 27 28 29 30 31 定外地上基 送験試局� 

32 35の欄は、コード表によ り該当するコードを記載すること。� 

33 36の欄は、個々に記載することが困難な場合は、「何(又は免許人)所属の受信'設備」のように

包括的に記載すること。

広告1話線11世話民.--<8:おおモト� 127の欄J ¥(d 131の欄」以古当官' i@:組eモト 「放送局J j(cJ 1基幹放送局� td

ぢ'f;' i@:土tleh戸当i::lヤ主主毛主8積4ミモト 「、衛星補助放送を行うもの以外の無線局についてJj(cJ這心，1放

送局J j(cJ 1基幹放送局� td哲也'i@:剥ehモト「行う放送局J j(cJ 1行う基幹放送局Jtd' 1放送局根本基

準第� 2条第11号J j(cJ 1基幹放送局の開設の根本的基準(昭和25年電波監理委員会規則第21号)第2条

第15号Jtd' 1次に掲げる放送局J j(cJ 1次に掲げる基幹放送局」以討す号' i@:組亘ャモト「放送局J j(cJ 1基

幹放送局Jυぢ'f;' i@:;出2Eij(cJi@:f将:出尽よJj i@:土tlKitl-- 125の ~;IJ ω129の梢IJ υ ， 1放送局J j(cJ 1基幹� !

放送局Jtd' 1注27J j(cJ 1注31J td活安'i@:術剥Kij(cJi@:j縦士日Ri，.¥J.-2l' i@:骨持制;ミモl-123の#副J j(cJ127の榊lJi 
td' 1放送局J j(cJ 1基幹放送局� tdぢ'f;' i@:迫eモi ト1(衛星補助放送を行うものを除く。)J j(cJ亙心'i@:土日� 

5モト「衛星系によるものJ j(cJ 1術星基幹放送局Jtd' 1放送事業者名J j(cJ 1基静放送事業者名Jl.，!'1放

送事業者がJ "ld 1基幹放送事業者が」以部官，� i@:i出豆モト「第11条の� 3第4号J ¥(d 1第11条の3第� 3号� 

32 33 34 (注 3) 	 以の地上 放送 験� Xは第4号 l.，!ぢ泡，i@:i出e j(cJi@:側室孔Jj i@: i出E8宇tLJ 告~8 ム6小 l.，! 玉ミ 村t{<I。 

来書線同

E
V

N
E
ω

Eミ樹首謀1• rrl~憾 .-<8 土日 ドj(çJ告~8 "-ù小土」古当'f; I'(a' 
基幹放送局 l.，!古当官， i@: iど己 Q 例外}安~8 .1-6小 土」古当量~ t{<I。


7 5の欄の記載は、次によること。� 区 別 提出する別紙� 4市 考
 

1 免許之口、の申請� (1) (注1)(注 2)(注 3) (注1) 当該別紙に記載する幹内容放の全部が� I(1) 開設、継続開設又は変更を必要とする理由(変更の場合は、変更の内容を含む。)をできる限

り詳しく記載すること。 の場 (注 9
人に属する他の車富 送局喜α無� 

N
(2) 基斡放送に加えて基幹放送以外の無線通信の送信をする無線局のう ち、電気通信業務用無線 (2) (注1)(注 2) (注� 3) 設送備の設無線置場所備が 請に係所内る 幹

放す 局の 設 の 佐場を 轄 l 

マ

亙

⑦ 

川
守

的 

世
砕

35 (注 3) 36 (注 3) 局の場合に限る。 (8) 基幹放送に加えて基幹放送以外の無線通信の送信をする無線局については、基幹放送以外の

(注 3) 基幹放外送に加えて基幹送 無線通信の送信をする ととが適正かつ確実に基幹放送をすることに支障を及ぽすおそれがない
放伝送以す の無線通信の ものとして施行規劃第� 6条の� 4の2で定める基準に合致することを示す事項を記載すること。を る無線局の場合に
限る。� 誌側燃11昨総.--<8剥詩吟J区制組23孔J.-2l'区縦士E23モト� 122の欄J ¥(d 126の欄Jl.，!'1何放送局Jj(cJ何

局にあっては、業務開始の日 (再免許の申請の場合にあっては再免許の日)以後3年以内の日	 (3) (注注� 1)(注� 2) (注� 3) る総合通信局の管 区域にある� 
(1i9) 	 もの 限る。以下この表において同� 

( (注1)(注 2} (注� 3) じ。)のものとEーであ り、かつ、 議
を含む毎事業年度における利用者数見込みを記載すること。ただし、記載事項の内容が現に免

許を受けている電気通信業務用無線局に係る業務計画等と同ーのものとなる場合又は2以上の
4) 

(注 9)(注目) 該他の基幹放場 局についてその全
を記載した 合は、提出を省略する

電気通信業務用無線局を一体としてーの業務計両による業務を行う場合は、これらの無線局の (5) 	 ことができる。3)(注2) 注注注 1)(( 
ト� (注 9) (1i11) (注 2) 協会の基幹放送局の場合は、提出∞ 

うち主たる無線局以外の無線局については、その旨を記載して、該当事項の記載を省略するこ

とができる。 (6) (注 1)(注 2)(注� 9) を要しない。� 



∞∞

(注 3)) 

) 

) 

U日� 

(7

(8

(9

学園の基幹放送局の場合は、 提出 6) 

(注 4) 学園の基幹放送局の場合は、考査
日百 (注1)(注 2)(注 6) 

(1 ((注 1)(注� 2))((注� 5)
を要しない。 注 6)(注 9 注10)

に関する事項については記載を要し
(注 9) ... 

の全幹部放が容該当該別百午紙に記載する内

ない。

(注 5) 専門放送を専ら行う基幹放送局の
(注 1)(注� 2)(注 3) (注� 1)) 

請の合 (注 9 現に免 を受けている当 基 送� 
(1場合は、提出を要しない。 3 再場免許の申� 

O

(世 

寸
↑
掠
求
世
)

(注6) 臨時目的放送を専ら行う基幹放送 局のものと他同一である場送合又は同 ー
局(当該放送の電波に重畳して多重 (3) (注注 1)(注 2)(注 3) 人に属する の基幹放他局のものと� 

3

3
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1
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1

1
6
 1
9

1
1
 1
 1

1
6
1
6
1
9
1
6

注
注
注
注
注
注
注
注
注

注
注
注
注
注
注

注
注

注
注
注
注
�
 

注2
1
 2
1
 6
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9

5
日
�
 9

4

9

5

注
注
注
注

注
注
注
注
注
注
注
注

注

注

主百
一丁

i
f

申
を

の
出

更
居
合

変
は
場

一

又
う

つん� 

H

9

3

9

3

9

5

4

1

3

7

 
8

2
9

2

9
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注
注
注
注

注
注
注

注

注

注

注

注

注
注

注

注

注

注

注
�
 

1

6

H

 

m

3

m

 

5

5

1

6

9
 

3

注
注

注

注

注

注

注

注

注

注

注

注

注

注

注

h

l
 
(12) 

H
U
u
w
A

引
�
 

切

円

切

け
い
�
 

向

“
�
 

(ti9)放送を行う基幹放送局を含む。 以下 同一であり、かつ、当該 の基幹放=宅iSιd4v

この表において同じ。)の場合は、提 (4) 送局についてその全部を記載した(注注 1)( 注 3)())2注注
出を要しない。 (ii9)(ti11 合は、 提出を省略することができる。� 

(注7) 地上基幹放送試験局の場合に限
る。� 

(5) (注注 1)(注 2)(注 3) (注 2) 協会の基幹放送局の場合は、提出� 
(ti9)(注目) を要しない。H

HW

(注� 8) 基幹放送を行う実用化試験局の場
合に限る。 (6) (注 1)(注 2)(注 9) 

(注 3) 学園の基幹放送局の場合は、提出
内

H
U

を要しない。� 
(注 9) 受信障害対策中継放送を行う基幹

放送局の場合は、 提出を要しない。� 

(注10) コミュニティ放送を行う基幹放送
局 (当該放送の電波に重畳して多重

) 

(8) 

(7 (注 1)(注 3)(注 目
(注 6)(注 9)(注11)

(1

。
日

7) 

国(1

(注 4) 学関す刷の基幹放送局の場合は、考査
に る事項については記載を要し� 
ない。())1注( 

(注 9)(i'i11) 
注注� 5)(注� 6) 

放送を行う基幹放送局を含む。以下 、〉専ぷ口門放送を専ら行う基幹放送局の� 
この表において同じ。)の場合は、提 場 は、 提出を要しない。� 

(注 5)
(9) (注 1)(注 9)(注11)

出を姿しない。
(注6) 放出送法施行場令合第� 5提条の規定によ り(1

る。� ことができる。� 
() (注注� 1)(注� 3)(注� 9)11

(ti11) (注 7) 地上基幹放送試験局の場合に限� 

0)
5手� 151注注(())39 ))注注(( 61 ((注注 ))(注11) 特定地上基幹放送局等の場合に限 提 済みの は、 出を省略する

2

U

2

3

3

 

1
9
 1

1
9
 1
9
 1

9

1

2
6
4
9
6

2

6

注
注

注
注
注
注
注

注
注

注
注
注
注
注
注

注
注

注

注

注

注

注

注
注
�
 

H
 6

U

5

 
H

9

1

 

6

6

6

6

6

9

6

注

注

注

注

注

注

注

注

注

注

注

注

注

2
 

2

2

注

注

注

1
i
 

(注1) 協会の基幹放送局の場合は、提出
る。を要しない。� 

日2) (注注� 1)(注� 3)(注� 9)
(2) (注 8)(注� 2) 基幹放送を行う実用化試験局の場学園の基幹放送局の場合は、提出 (ti11)色E を要しない。 合に限る。� 

(注 3) 学園の基幹放送局の場合は、考査
Q3) (注 1)(注7)

(注 9) 受信障害対策中継放出送を行う基幹� 
に関する事項については記載を要し U司� (注1)(注� 8) 放送局の場合は、援 を要しない。� 
ない。� 

(3) 

i(4) 

(5) 

)(6

E

K
 

高
=
ぷ

ω) mド1)(注 2)(注 3) (注10) コミュニテ提ィ放送を行う基幹放送
(注 4) 専門放送を専ら行う基幹放送局の (注 9)注10) 局の場合は、 出を裂しない。� 

場合は、提出を要しない。� I 

(16) (注 1)(注注 2)(注 3) (注11) 特定地上基幹放送局等の場合に限(注目 臨時目的放送を専ら行う基幹放送 Ut 9)(110) る。局の場合は、提出を要しない。
Z
O
N
E
ω

) 

(8) 

(7
(注 6 ) 当該変更により事業計画又は事業 日司 (注1)(注 2)(注 3)

収支見積りに重大な変更があるとき 注� 9) 

に限る。
日目 (注1)

(注7) 地上基幹放送試験局の場合に限
る。� 

(注� 8) 基幹放送を行う実用化試験局の場
長引阿部R l ! D\t'昔懐 "'-< 8 土日 ~B81様化J~8吋小以揺す号の。

合に限る。

Qu 
m
 lU

U

引

( (注 9)
用途別資金の額 資金調 達の方法

受信障害対策中継放送を行う基幹N

社
的
�
 世
性

放送局の場合は、提出を要しない。

(注10) コミ ュニティ放送を行う基幹放送
工 事 費 千円

局の場合は、提出を要しないロ 創業費
I

l

l

-

W

A

川
副

市
�
 

切

吊

�

 

(注11)
る。
特定地上基幹放送局等の場合に限

その他

メ口入� iltW 5
m

注
注
�
 

9
 7

8

2

9

注

注

注

注

�

 

1
6
 



8 副 総1i峨 刊刊 誌Et 5第1";l，JJ項5任「第� 項及び第6項」 以都公'Illi:組亘ャ24「及び第� 副総11時.-<8 問歪Ì'''<E~か悪心' E側室t<E~ -H-~ωbJ'E側室ヤ刊号「広告 J 

5項J;l，J r、第� 5項及び第6項� 12哲也， Illi:~豆 8 111者モト 「委託放送事業者又は衛星役務利用放送事業


者の 3分の� l以 上J;l，J 基幹放送事業者の附の�  l以と」 哨� 10'Illi:組豆5W期吋小ピ封印。

翠崎心' E 4G%以対日nμE'Kt{d' 


放送の目的別種類の「その他」とは、通信販売番組その他教養番組、教育番組、i主4)
(注 1) 基幹放送事業者とは、放送法第� 2条第23号に規定する基幹放送事業者をいう。 報道番組及び娯楽番組以外の放送番組をいい、通信販売番組とそれ以外のものとに

細分する こと。

O
副総11時 ，.....， 8 ;l;tl~豆ト酌むを「放送局J ;l，Jr基幹放送局」哨� 10' Illi:舵刊号 「他の一

副総11時� .-<8:l;l;l~q;0主的日 「放送事業者J ;l，J r掛放送~I喋者.t2桜台'I@:組重2ヤ壬

(j

(昨 

寸
↑
同
開
設
昨
)

般放送事業者及び電気通信役務利用放送事業者J;l，J r他の基幹放送事業者j 以， r他の� 般放送事業者A

又は 3分の� 1以上のE議決権を有する電気通信役務利用放送事業者J;l，J r他の基幹放送事業者」ピ都宮' 「一般放送事業者J;l，J r放送事業者.t2部公'I@:土泊三 I\怜~~ 8吋小 12督官~ t{d' 

ア 見和表
E組52陶芸心'Illi:組E訟 壬「放送局J;l，J r基幹放送局jν「他の 一般放送事業者及び電気通信役

第 1年目 第 2年目 第 3年目 第4年目 第� 5年目

務利問放送事業者� I;l，J r他の基幹放送事業者J12M10'..:..o;.rtJ'，ld 
事業 基幹 事業 基幹

をう務行

E5Hイ凶Illi:u.::... ，~c組 

コ~，，'-、ゲ，.

'Illi:;喝さ"2i 事業

業」ピ悩泡'Illi:組室主当';:S亘モト「放送局J;l，J r特定地上基幹放送局等JlJぢ10'Illi:;出歪ト、E~8刊号州安t の収 の収 の収 の収 の業収

、ャモト「一般放送事業者 I;l，J r基幹放 支 基 業 放送収業 放幹 事収支 基幹事 基送 事支放幹 収業
収支 放の送業

収支
放の送業:の送 の業 の業業

科 日
務を 務を 務を 務をH 戸、

送事業者 |以定当官，� Illi::l;l;le刻印Illi:;犯と2富よU 記号 「放送事業� I;l，J r基幹放送の業務を行 う事 行う
行う Iう事業 行s:行う事業

事業

巴E話
Q吋小12首公子。。

マj'lt" 
日程円

時刻

支 支 支 支 支

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円� 
月 火 日

1 主シ主じ主� し� 同合1-L守

放送料

放送番組制作料

合計 備考� 放送番組売上料
寸� 
~ 

L時間 分( 分) 時間 分( 分) % 
放送受料託費(放送局設備供給

※字幕付与可能な� 1週間の放送時間 解 時間 分( 分) % 役務� ) 

時間 分( 分) その他� 

F 一、 小3 
2 売上原価

5i;術lI*11air'総.-<8 ;，出回歪ト h:~~-H- r、広与は(告)J及び「なお、アナログによるテレビジ ョン放 放送費)制

送のすべての番組が、デジタルによるテレビジョン放送のすべての放送番組のいずれかに含まれてい 技術費

手j料放送料{皿

む

叫
叩
己
ゾ
一円 

当
副

N
E
ω

る勾合は、アナログによるテレビジョン放送を行う放送局においては、放送番組の記載を省略するこ 人件費 


とができる。 との場合は、無線局事項告の23備考欄にその旨を記載すること。」印豆心， Illi::出歪トヘE~ 減価償却費 


計約吋川倒的。�  その他� 

N
3 売上総利益(1-2) 

巴
白 

川守

的 

世
川
町 

(注 4) 補完放送であって、テレビジョン放送の映像に伴うものの放送を行う場合は、 4 販売費及び一般管理費
字幕放送、解説放送の別を個々の放送番組の欄内に、字幕放送は(字)、解説

販売費
放送は(解)と表示すること。 この場合において、 ーの放送番組で利用方法が

複合する ときは、 それらの利用方法の全てについて表示するとともに放送時間
一般管理費

を付記するものとし、� 1週間の総放送時間� (字幕放送にあっては、字幕付与可 人件費

∞
∞ 

能な 1週間の放送時間とする。)について、字幕放送及び解説放送の別に、� 1週 減価償却費

間の放送時間の総放送時間に対する割合を備考欄に記載する こと。 その他



O 5 蛍業利益� (3-4) 

O 6 営業外収益� 

7 蛍業外'j，'{用� 

8 経常利益� (5十� (6-7))

備 考� 

(注� 1) この表に掲げた科目に計上すべき金額がないときは、当該科目の記íI~を省略す

O
ること。地上基幹放送試験局及び地上基幹放送を行う実用化試験局の場合は、科

目の欄を 「研究委託費」、「調査委託費j、「試験、研究費J等適宜の科目に修正の上

F
記載すること。� 

(昨
 

寸 

(注� 2) 事業収支の欄は、申請者が行う放送事業及び兼営する事業の収支を総合したも� 

(2) (1)の概要図には、基幹放送の業務に用いられる電気通信設備のうち、当該業務に用いられる

基幹放送局設備に該当する設備の範囲を 「番組送出設備J，1中継回線設備J又は 「放送局の送

信設備Jの別を明確にして付記すること。� 

) (1)の概要図には、(2)の 「番組送出設備J、「中継回線設備」及び 「放送局の送信設備」の放送

法第121条第� 1項 (特定地上基幹放送局を用いて行われる系幹放送にあっては、放送法第111条

第� l項及び第121条第� 1項)の技術基準への適合牲に係る説明について、次の事項を付記する

こと。

ア	 放送法第121条第2項第� 1号(特定地上基幹放送局を用いて行われる基幹放送にあっては、

放送法第111条第� 2項第� 1号及び第121条第� 2項第� 1号)に規定する基幹放送局設備(特定地

上基幹放送局を用いて行われる基幹放送にあっては、特定地上基幹放送局等設備)の損i表又

は故障により、 基幹放送局の運用に著しい支障を及ぼさないようにすることを確保するため

の措置に関する事項

(3

掠
求
昨
)

出
掛

車すること。11のを記

(注 3) 備考の欄は、 事業収支が相償わない場合における措置を記載すること。

(注 4) 有料放送料の概は、有料放送を行う基幹放送局の場合に限る。なお、 有料放送

の受信に関し、 有料放送料以外の金銭を受信者に負担させる場合は、その金銭に

係る収益及び費用について、適宜の科目を設けて記載すること。� 

(注目 放送受託費の欄は、申請者が基幹放送局提供事業者である場合に限り記載する

こととし、 自己の申請に係る認定基幹放送事業者との問で締結した放送局設備供

給契約に基づく当該供給役務料金収入見込みを記載する。

なお、自己の申請とは異なる認定基幹放送事業者から同様の収入見込みがある

場合は、当該収入見込み総額を記載の上、下段に自己の申請に係る認定基幹放送

事業者及びその他の者ごとに放送受託費の内訳をそれぞれ記載すること。� 

(注6) 次の書類を添付すること(地上基幹放送試験局、臨時目的放送を専ら行う基幹

放送局、受信障害対策中継放送を行う基幹放送局及びコミュニティ放送を行う基

イ 放送法第121条第� 2項第� 2号(特定地上基幹放送局を用いて行われる基幹放送にあっては、

放送法第111条第� 2項第� 2号及び第121条第� 2項第� 2号)に規定する基幹放送局設備 (特定地

上基幹放送局を用いて行われる基幹放送にあっては、特定地上基幹放送局等設備)を用いて

行われる基幹放送の品質が適正であるようにすることを確保するために当該設備が準拠する

送信の標準方式の種類に関する事項� 

(4) ・葉の用紙に全部を記載することができない場合には、 全体の構成が把握できるよう電気通

設備の階層その他適宜の区分に分けて、別途記載するこ と。{言 

25 24の制は、� 23の欄の設備概要図で示した設備のうち、 地上基幹放送の業務の用に供する基幹放

送局設備に該当する設備として、基幹放送局の無線設備及び放送法施行規則第� 3条第� 1号に規定

する番組送出設備 (中継回線設備を含む。)の全部又は一部を記載すること。� 

26 25の欄は、次により記載すること。� 

(1) 基幹放送の業務に用いられる電気通信設備を、 放送法第121条第� l項(特定地上基幹放送局

を用いて行われる地上基幹放送にあっては、放送法第111条第� 1項及び第121条第� l項)の技術

基準に適合するように維持するための運用・保守等の業務(以下 「設備維持業務」という。)を

{阻 確実に実施することができる体制を記載すること。� 
幹放送局の場合を除く。)

(2) 設備維持業務に従事する者の実務経験等を記載すること。� 
ア放送料表 (3) 一葉の用紙に全部を記載するこ とができない場合には、全体の構成が把握できるよう適宜の
イ 最近の決算期における計算i!l類(施行規則第43条の� 3第3項の規定により提 区分に分けて、別途記載すること。

国
型
一

山済みであるときは、添付を省略することができる。)
「!15 無線局の

ウ その他参考となる書類	
'~ 無線局の

目的コードV
T

目的コード� 
トJW(注 7) 臨時目的放送を専ら行う基幹放送局の場合は、当該目的を達成するために必要 E芸術総 I lrr)r~N8 r-< 8 判長-a- -

な期間における見積額を、この様式に準じて記載する乙と。� 

Eミ秘主主1Jrr¥r'燃r-<8土日お豆、「モト「放途局J 
白

白 ~ 1基幹放送局~都公， r、放送試験局J~~心， ~;剥§ 

~ 1基幹放送局の td悩定'~土tn~Î\ 15:モト 「放送局根本基準第 3 条第 1 項第 4 号及び 古Hr 5ミ刊号線 Ilrr~"'~N8*己認E~~土日歪よJ ...Y ~土t@8手Z:: ~~8 .1-6'í'~異何時。 

第6号(3)又は第4条第� 1項第� 1号から第� 3号までj 印「基幹放送普及計画(昭和63年郵政省告示第� (7) 主たる目的及び従たる目的を有する無線局については、その従たる目的の遂行が主たる 目的
J「放送局のモトN 

E
U

の遂行に支障を及ぼすおそれがないことを示す事項を記載する こと。� 

(8
660号)第 2 又は放送法関係審査基準別紙

8 .1-6小~足跡ば的。 ) 海岸局にあっては、電気通信事業法第� 2条第� 5号に規定する電気通信事業者から、電気通信

23 22の禍lは、 ーの放送系における地上基幹放送の業務を行うことについて放送法第93条第� l項の
業務の委託を受ける場合は、電気通信業務の通信の取扱範囲、電気通信業務の通信に使用する

o 

規定によ りーの認定を受けようとする者の氏名又は名称(申請者が法人の場合はその名称を、団
ことを希望する電波の型式及び周波数並びに電気通信業務の取扱時間を併せて記載すること� 

1J~恒常， ~m組自今年)~縦士!;l~.1J....J' ~縦士!;l~8~以告i 

N

法

的 

世
叫

E術総11 町線N 8組~~~8 .1-6の td 部官の。 
体の場合はその名称及び代表者氏名を記載し、それぞれにフリガナを付けること。)を記載するこ 16 15の欄は、 コード表により該当するコードを記載すること。なお、主たる目的及び従たる目的
と。� を有する無線局については、主たる目的、従たる目的の順に記載することとし、従たる目的の口

24 23の欄は、次によ り記載すること。� にν印をつけること。� 
(1) 基幹放送の業務に用いられる電気通信設備の概要には、地� k基幹放送が行われる過程におけ &;泌総 Ilrrit'燃N8組~~~剥g:;.1J...y区制Eコ会心E土日~，lH.J~ 1'~0 事長心いうご， ~i出~8~~手Z:: 8

る映像、音声、文字及びデータの流れが明確になるよう、演奏所から基幹放送局の送信設備の .1-6， Ç"\ ~異吋~。 

送jJ空中線までの範囲における全ての電気通信設備を明記した概要図を記載すること。 17 16の欄は、コード表により該当するコードを記載するとと。



る同 IJ 

r19J 時)� r18J 12' r20J ~ r19J 12' r21J ~ r20J 12' r22J ~ r21J 12' r23J ~ r22J 12' r24J ~ 
日無線局の

目的コード r23J 12' r25J ~ r24J 12' r26J ~ r25J 12' r27J ~ r26J 12' r28J 印� r27J 12' r29J化)r28J土F 
6Q~福感 1 1 日r憾の 8 r-i8111奇怪 4印� トJ r30J ~ r29J以'r31J ~ r30J 12' r32J ~ r31J 12' r33J ~ r32J 12' 

IJ 口従たる目的
1 ~ ，，~， ~~w~ 1J 

話交� 5芸術華民1n)r終的 8剥~@~~側室よJ.Y ~;国E~~土日歪よJJ 区制歪G長以舎三8~小12異何時。¥ 

(7) 主たる目的及び従たる目的を有する無線局については、 その従たる 目的の遂行が主たる目的	
().llj紙)


の遂行に支障を及ぼすおそれがないこ とを示す事項を記載すること。
 
(8) 船舶局にあっては、 電気通信事業法第 2条第 5号に規定する電気通信事業者から、 電気通信 	 円(1) 経営形態及び資本メは出資の額

(世 

O
F

E芸術燃 1 1 n~~線的 Q組自体1宇~8 ム-6.Ì' 12悩台子。。 口(3) 主たる出資者及びその議決権の数
15 14の欄は、コード表によ り該当するコー ドを記載すること。なお、主たる目的及び従たる目的

を有する無線局については、主たる目的、従たる目的の順に記載する こととし、従たる目的のつ
口(4) 10分の� lを超える議決権を有する者に関する事項

にν印をつけること。 口(5) 10分の� lを超える議決権を有する他の一般放送事業者又は 3分の

長側首長!1 1以上の議決権を有する電気通信役務利用放送事業者に関する事項
n)r~志 向 8~同士tl~ "lcl~土日ご~..\J .Y ~組出会心E知ミ~1十-6 P~\ いわ紫心ト'-~' ~対日~8 予告 12 手4 

8~ 'Ì' 12思 'K I'(ð 。 門(6) 役員に関する事項


16 15の欄は、� 口(7) 放送番組の編集の基準 
  

寸 

掠
品
、
昨 
)

業務の委託を受ける場合は、 電気通信業務の通信の取扱範囲を記載すること。	 口(2) 事業開始までに要する用途別資金及びその調達の方法

34 事業計画等 	  1 1(8) 放送番組の編集に関する基本計画 4印rli4無線局の
Eミ~対主主 1 ¥nit'i1*寸'81tl司fト一世
 4ω
 目的コード� し(9) 週間放送番組の編集に関する事項

口同放送番組の審議機関に関する事項

口仙放送番組の編集の機構及び考査に関する事項

IJ 

巴区 口従た| 以古当官，� ~l縦士tl~E~~剥ê..\JJ ~組豆8~以告さQ吋小12黒民的。 口問災害放送に関する事項� 
備←

U同試験、研究又は調査の方法及び具体的計画

) 主たる目的及び従たる目的を有する無線局については、その従たる目的の遂行が主たる目的	 口凶試験の方法及び具体的計画
の遂行に支障を及ぼすおそれがないととを示す事項を記載すること。� 

Eミ 1i~~総寸' 8組自体]告~ 
門間 放送事業と併せ行う事業及び当該事業の業務の概要

泌総� n 8 ム-6'Ì' 12吉当程的。 
口問将来の事業予定{血 15 14の欄は、 コード表により該当するコードを記載すること。なお、主たる目的及び従たる同的

を有する無線局については、主たる目的、従たる目的の順に記載するとととし、従たる目的の口
口問事業収支見積り 


にν印をつけること。� 口問放送番組の主たる利用見込者 


(7

円(1日 免許の期間における事業並びに資産、負債及び収支の実紘 一_1i
Q吋小~~ミ村除。 

EZ将軍長1n)ri1*てl' 8i術総c:8~~;出 53 よJ.Y ~¥ 	 組出会心巨矧g 1lií下.J~ ¥ 'lcr- 0 議長心いきま']j[対日~ 8~12告さ巴
川
市
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34 放送法第2条

試験局� 12部'f;(� ~lli';( 8'-<8 lli';(モト 15 
事項
放送 w 	 第24号の基幹範放

送局設備の 院!� 

コード� 35 基幹放持送の業
務を維するに

N
足りる技術的能
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白
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川
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16 15の摘は、コード表により該当するコードを記載すること。� 33 基幹放送の業
&;*践11 nI'終的 8~持関モト「放送衛星局及び放送試験衛星局J ~ r衛星基幹放送局及び衛星基幹放送 務に用いられる

rI一一一一一一� r1 電気通信設備の
14 無線局の� 114 無線局の 概要� 

目的コード 目的コード� 

f刊当1区十ど部官'r18J ~ rl7J土，(r15J 12' r17J ~ r16J今年)12' r16J 将8N8 子� トr 
().lIJ紙)� 

経営形態及び資本又は出資の額� 1)1(r-
⑦ r-1(2) 事業開始までに要する用途別資金及びその調達の方法



N 	 口(3)主たる出資者及びその議決権の数 ~~同然 I lo!r' tfiR旧 Q 土日ト ~J手~ 8吋小 l.d 主主定的。 

m 36 事業計画 等	 口(4) 役員に関する事項 7 5の欄の記載は、次によること。� 

口(5) 試験、研究文は調査の方法及び具体的計画 (1) 開設、継続開設文は変更を必要とする理由(変更の場合は、変更の内容を含む。)をできるだ

口(6) 試験の方法及び具体的計画 け詳しく記載すること。� 

ロ(7) 放送局設備供給役務の提供を行う事業と併せ行う事業及び当該事 (2) 基幹放送に加えて基幹放送以外の無線通信の送信をする無線局のうち、 電気通信業務用無線

(

業の業務の概要� 局にあっては、業務開始の日 (再免許の申請の場合にあっては再免許の日)以後� 3年以内の 日
L18) 将来の事業予定	 を含む毎事業年度における利用者数見込みを記載するこ と。ただし、記載事項の内容が現に免

O
l 口g) 事業収支見積り� 許を受けている沼気通信業務用無線局に係る業務計画等と同ーのものとなる場合又は� 2以上の

|日川免許の期閉山る事業並びに資産負債及び収支の実績� 
電気通信業務用無線局を一体としてーの業務計画による業務を行う場合は、とれらの無線局の� l

135J "lcl 137J l.d話交， rrg:j将 8 ~8告~l.d~8 "*~異，tÇ I'(<l。� うち主たる無線局以外の無線局については、その旨を記載して、該当事項の記載を省略するこ� l
3 3枚目 とができる。� 

~~将棋 I lrr!r'tIlR凹 8;出口W亙0' I@:縦 ;l;!j~ヨモト 116の椴IJ ~ 115の榔IJl.d悩-Q'I@:;l;!j~ ~I@:術:出口 心，..y 

38 無線局の区別� | |※ 整理番号 | I@:f将土日52モト� 117の械u~ 116の縦IJ ~1 恒常， rrg: ;:七日 ~' ìみJ rrg:縦士討~..lJ，..Y rrg:縦士記~ t壬 118の榔IJ ~ 117の
無

39 通信事項コー� 

1 

欄」 以，� 1放送局J 1与J I~;!;幹放送局」以主主張~，. l@:;J出2-1壬 「内有有1・域l幅J ~ 1占有周波数格幅J l.d'1占有
ド� 40 通信の相手方� |

周波数帯域幅J ~ 1占有周波数約幅I以ぢ泡'区:思etト「受託国内放送、受託協会国際放送又は受託1 

41 受信のみを目 内外放送」� ω� Ij街星基幹放送又は内外放送Iυ，1第� 9条の� 2J ~ 1第12条J l.d'1第� 3条から第� 7条ま

備的とする無所線設 でJ ~ 1第4条から第� 8条まで l.d部長;t rrg:土日~{\8~以告~8 .L6小υ足利時。
辺� の設範置場 又

は移動問 エ 基幹放送に加えて基幹放送以外の無線通信の送信をする無線局については、当該送信を行

うに際して使用する最大空中線tii力を併せて記載すること。� I
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設
昨
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F

出
時 長 辺 (日本工業規格AヂIJ4番) 長側線Il o!r'昔度目 8;出~~区縦士記 fヨムJ "'y rrg:縦士日E3丑� 119の縦IJω118の欄」以哲也，� rrg:;l;!j~今年J rrg:~持 l

妄~近燃 I Olf'憾の Q 土日汁 Q術申告~8 .L6小 l.d督官時。 土日およJ"'y rrg:~将:七ti~ tト 120の椴IJ ω11 9の椴I J l.d哲也F 区:七日~~rrg:判長剣およJ "'y 区縦士Ij ~ tト 121の縦JJ 
了一一一

区 矧j	 記 載 す る 繊l {薦 考� ~ 120の椴IJピ哲也F 区制自称J rrg:術:出~..lJ，..Y区制組誌を 122の欄J ~ 121の欄 l.d裕也'rrg:剥 ;;';~年j 

E刊者対 23 孔J~ '	 IJ ~ 119の欄 l.d話公' rrg:土ti~~~告訴

:の椴125モトE3rrg:縦割 

:の柄J l.d'120の欄IJ "lcl 122の梢123壬53rrg:縦士記	 
1 2 4 5 6 7免許の申請の場合1 

IJ
8 (注1) 基幹放送に加線えて基幹

{血 '1@:1l!者:七日おfト� 124の椛IJ ~ 	123の欄j υ古当官紺およu ' I@:土日~~I@:刑者剣 ~..lJ ，..Y11 13 14 15 16 17 18 放送以外の無 通信の送� 
年JI@:1l!司:七日お心，..YI@:附起23モト� 126の椴IJ稔J125の械U l.d部-Q' rrg:;出~~19 20 21 22 23 24 25 をする無線局の場合に� l督官， I@:;羽2::iffflJυのJ124今年� 

26 27 28 29 30 31 32 限る。� 
33 34 35 36 37 	 1@:1l!可制およJ"'y I@:蝋:と655モf-127の欄J ~ 126の椴IJl.d恒常，� I@:;l;!jgj ~1@:1l!号制気孔J "'y 1@:1ll号制52号� 128

区Fl.d活必IJの榔J 128~年IJ械，の129モトSF3縦士J"'y I@:jよgj附;l;!jE印gi'I@:;出-Q悩.J土IJの椴J ~ 127の欄	1)(注39注1)(38 

40 (注 1) 41 (注 1)	 制c;:i~1@:刑者;七日g ..lJ~' I@:術:七日~tf-130の欄J ~ 129の欄Jυ悩台， I@: ;出~ ，，\JI@:附:出回久J~ ' 医術剥53
=
Y
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m
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E
ω

田

川
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一¥ 

2の変 2 3 (注1) 5 6 (注1) 予備免許中の変更を除� 
tf- 131の欄J ~ 130の欄 |以， 128の欄J ~ 127の欄」ピ督官' 区制M~ rrg: 1ll号制 53 孔J "'y rrg:#何:羽;君壬 

場更合の申請又は届出� 132のmlJ ~ 131の椛IJ l.d古当官'区制;;!;~ I@:蝋:七日M ..lJ~' I@:術:七日沼モト� 133の ~tlJ ~ 132の梢，IJl.d古ヨポ2P15 く。1) 注注� 10 (設注 1)( 
2 )<ii192) 1:(l18 

36 (注 3) 38 (注4) に変更がある に限 ，..Yrrg:相対:七日沼tf-135の欄J ~ 137の梢IJ l.d古~-Q ' I@:土日§任「放送衛星局J ~I衛星基幹放送局J l.d '1放

当該変更に係る記載欄
(注 3)

る。

当該変事変更業により事業計
送事業者名J ~ I基幹放送事業者名J l.d'1放送事業者がJ "lcl 1基幹放送事業者がl.d古当官，� ]]g: ;1出~~ 

又は 収 見積りに ;m;0' rrg:;出豆体J rrg:土日~..lJ~' ~土t@8~以告~8 ム6，(il.d異 >t<~1'(<l。 

函重大な 更が支ある ときに (4) 基幹放送に加えて基幹放送以外の無線通信の送信をする無線局については、 基幹放送以外の� l

9 
(注� 2) 19の椛lから37場の合欄まで� 

E土日目~~ I@:刊号制芯よJ ~ ' I@:縦士t!:;;:~区縦士ti ~ ..lJ，..Y ]]g:術創ミ~~ rrg:術 :七日 23 よJ "'y rrg:~将:出足~1@:1l!可制ミ~..lJ

限る。

(注 4)

砂
何

無線通信の送信をすることが適正かつ確実に基幹放送をする ことに支障を及ぽすおそれがない� |
bh

に変更がある
39の械jから414宅呂の坂fd口椴l

に限
まで ものとして施行規則第6条の� 4の2で定める基準に合致する ことを示す事項を記載するこ と。
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世
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る。	 Eミ神母娘I l;!jg;sloir'掠凶 8; ~ 。I'(<l，tÇ芸.L6小l.d手~8告手~l.d~8剥ミrrg:"'yJ記ミヨム;11@:

3 再免許の申請の場合� 1 2 3 4 5 6 7 (注1) 基幹放送に加えて基幹� 
41 39の欄は、 コード表により該当するコードを記載すること。� 

11 12 14 15 16 17 18 放送以外の無線通信の送� 42 40の欄は、 個々に記載するこ とが困難な場合は、「何(又は免許人)所属の受信設備」のように
19 20 21 22 
26 27 28 29 

23 
30 

24 25 
31 36 

をする無線局の場合に� 
限る。� 

包括的に記載すること。� 

37 38 (注 1) 39 (注� 1 ) 43 41の欄は、受信のみを目的としている無線設備を有している場合に限り、 その設置場所を、 移
40 (注� 1 ) 41 (注 1 間jする受信設



Q的主主it'I lo対華民41妄� ;国民を� 134 事業計画等J~ 136 事業計画等lJ当官'rrg:土日2~モト「放送事業J (注 1) この表に掲げた科目に計上すべき金額がないときは、当該科目の記載を省略する

(昨 

"lC 1放送局設備供給役務の提供を行う事業� l.!恒常'区制豆博司下3豆長]亙，0 ' rrg:土当豆モト「別紙(6}J~ こと。なお、衛星基幹放送試験局の場合は、科目の欄を 「研究委託X'(J，1調査委託

紙(4}J出公F 巨値計 「放送事業J ~ 1基幹放送の業務を行う事業J 凶台' rrg:組豆~rrg:剥豆心 費J 、「試験、 研究費J 等適宜の科目に修正の上記~まする こと。

(注 2) 事業収支の欄は、 申請者が行う放送局設備供給役務の提供を行う事業及び兼営す
.-J' 1Ë;ミヨEiミ心~#t PìみJ亙;心， rrg:;J;ti宣告「別紙(I4)J~ f別紙(6)J以悩-Q' rrg:組~~区制豆心.-J' rrg:組

る事業の収支を総合したものを記減すること。� 
宣告� f5.J1j紙同J ~ 1別紙(7}J以認定'rrg:土日雪印rrg:;出豆ょJ ...Y区制雪印宇~Q .L6小土」部去の。 

(16) 別紙(9)は、見積表及び見積り の根拠について、次の様式により記載すること。
(注 3) 備考の欄は、事業収支が相償わない場合における措置を記載すること。

ア見積表 イ 見積りの根拠(臨時目的放送を専ら行う基幹放送局及びコ ミュニティ放送を行う基幹放送

1別

O

F 

寸 
局の場合を除く。)

第 1年目 第 2年目 第 3年目 第 4年目 第 5年目
ケ) 収益

M 放送
収支 支 放送

支
放送 事業 放送


局供 

事収業支 事業 放送事業 事収業 制 放送番組の数及び放送局設備提供役務料について、適宜の様式により第� 1年目、 第� 2

科 目 局役
局設供 収

産
設 収支

年目、第� 3年目、 第� 4年目及び第� 5年目の別に記載すること。

務の
給備役 同設の 給備役

(イ) 費用
l務の� 

務収支の
収支 収支 収支 収支

ト一一一

千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円 千円� 

科 目� | 金 額� | 根 拠� l 
千円

l L三竺じ斗しー三I司" 

放送料
阻ケ)の注に準じて記載すること。

有料放送料
&;1ll可燃 11 ITit'~∞ Q 土ti i:? 宣~rrg:i出E .IJ，..j' rrg:;J;ti~~豆0' rrg:剥宣tr15.JIJ紙(19)J 今年J 1別紙lO}J lJ'122の� !

巴E三
被IJ~ 121の欄JlJ督官'区剥室トモトf(受託放送を行う放送局の場合は、(イ)及び(ウ)の記載を要しない。)J!官庁「 放送番組制作料

放送番組売上料
W豆心'rrg:士自室h :b.-Eト 「放送試験局及び放送試験衛星局J ~ 1衛星基幹放送試験局 lJ恒常'区制宣 i 

その他� h:S=:民';:)~~豆0' rrg:;出宣トヘ耳~rrg:;出宣卜、:S=:久J ...Y 区土自室、ーモト 「放送局J~ 1基幹放送局JlJ活-Q'

2 売上原価 rrg:;出雪印E組e .IJ.-J'rrg:土日宣告 「放送局J~ 1基幹放送局JlJ古当官'rrg:組~~rrg:総亘久J ...Y rrg:制民w 
{皿

放送費 E刊号制~.IJ...Y区制組お Q lll否認ポQ話余fト 134の椴IJ 今年J 136の欄JlJ'1放送局J~ 1基幹放送局lJ

技術資 古主張2F人 間~同J~豆心'rrg:土足Q 骨i当化j告~Q .L6小lJ者:}-Qr(o。

需務
設供


備給


相
求
昨
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人件'J.'1 提出する別紙
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区別 {蔚 考� 

減価償却費

1 免許lロk の申請� (1) (注1)(注 2)
ぐ注1) 当該別判に記他所較 容の令部がi基する幹内放

幹送放
その他� の場� (2) (注1)(注 2) 同一人に属する の基 局(無� 

販売費及び一般管理費
(3) (注 1)(注 2) 宮警備衛 放等 験時 送局幹者の星設基費幹場 試(衛局 「衛3 売上総利益(1-2) 

4 ~基前 放送住所局 」すとるいう。)の(以場下合は、(4) (注1)(注 2)
申 の と� o 基以申下この (注販売費 (5) (注1)(注 3) 1)において線信同じ。)が 諮に所係内る� 

一般管理費

人件費

(6) 

(才)

(注 1)(注 4)

(注 1)(注 2) 

轄幹放す送局の無 設備の設轄置場域 を管
る総合通局の管表区 にあ

るものに限る。以下この において� 

減価償却費 (8) (注 1)(注 2)
同じ。)のものと同一であり、かつ、
当該他の基幹放送局についてその全� 

その他� (9) (注1)(注 2) 部を記載した場合は、提出を省略す

5 営業利益� (3-4) ること。

6 営業外収益� 
(注 2) 協会の基幹放送局の場合は、 提出

を要しない。
7 営業外費用� (注 3) 衛星基幹放送試験局の場合に限
8 経常利益(5十� (6-7)) る。

何� (注 4) 基幹放送を行う実用化試験局の場

σ1 備 考� 合に限る。
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の遂行に支障を及ぼすおそれがないことを示す事項を記載すること。� 

吐口従た|ピ悩ぎま 

る目的JJ 
fi芸術総 l1n)1' 8ETI8i姐~E~区制ê--\J~'~矧豆 8~以宇~8 ムゃれlJ尽村。。口従た

事業の譲渡し又は譲受けの理由

承継に係る無線局

E芸術総 11 a\t' 8ETI 8;1;!j~~長 8 ムゃれlJ部定的。 

15 14の欄は、コード表により該当するコードを記載すること。なお、主たる目的及び従たる目的 5 譲渡人の無線局の運用費の支弁方法(基幹放送局に限る。) (別表第二号第� 1又は第5基幹放

を有する無線局については、主たる目的、従たる目的の順に記載することとし、従たる目的の口 送局の無線局IjJ項警に準ずる。)� 

にν印をつけること。
6 ~袋渡人又は譲受人の事業計画(基幹放送局に限る。) (別表第二号第� 1又は第� 5基幹放送局の
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無線局事項書に準ずる。)
宗f橋智恵 110it' 8 Eü 8iと出i::l~~;とtl~ --\J~' ~;出534ミ必~，出~1Mf:-' ~1 いわ雪襲。ド'-- ''b' ~;出~8~以告~8

7 譲渡人又は譲受人の事業収支見積り(基幹放送局に限る。)� (別表第二号第� l又は第5基幹放
oム-6'C¥lJ異'Kt{o

送局の無線局事項書に準ずる。)
16 15の欄は、コード表により該当するコードを記載すること。

8 基幹放送の業務に用いられる電気通信設備の概要及び基幹放送の業務を維持するに足りる技
豆~持総川 0\t' 8線刊号 「第八項J ~ r第四項、第五項、第十項JlJ都宮， r事業の全部J8トW(法第

術的能力(別表第二号第� 1又は第5基幹放送局の無線局事項書に準ずる。)� 

{皿
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JE'K'rによる登記の予定年月日」今年Jrがその効力を生 9 欠格事由に関する事項(申請者が電波法第五条の欠格事由に該当しないときは、その情を記
今年J二十条第問項の場合にあっては事業の一部)

N ずる予定年月日」 以，� r放送局J r基幹放送局J lJ'r別表第二号第� 1J ~r別表第二号第 1 又は第 5 J~ 載すること。ただし、承継に係る無線局が基幹放送局であるときは、欠格事由に該当しない事
lJ哲也~華民ーを~~亡j --\J J ~憾.-<8 σ'8手~lJ手~8 "-ù小lJ玉三村t{ò O 実を証する書面を添付すること。)

10 基幹放送の業務に用いられる電気通信設備の概要及び基幹放送の業務を維持するに足りる技 注� 1 施行規則第五十一条の十五第一項第一号に拘げる無線局の免許承継の申請をする場合

術的能力(別表第二号第� 1又は第� 5基幹放送局の無線局事項警に準ずる。) 沖縦総合通信4Il'
的 5i:，泌総1110!r'8燃N8Nモト「足りる書類J 8ド'--lJr 

は、同項に規定する所i館総合通信局長( 労所長を含む。)に宛てること。

注 2 住所については、法人又は団体の場合は、本!苫又は主たる事務所の所在地を記載するこ。 (地上基幹放送の業務の用に供する基幹放送局の場

~玉吉村的。 と。合は、 放送法第百十八条の規定による放送局設備供給役務に係る契約書の写しを含む。)J
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ω 注� 3 E Eミ術智恵同 D\t' 8 はí8燃N 8 土!:!~1@: 1I\\(;l;tl rl ..IJ，..Y I@: i将1;!j rl8 告41i 手~ 8 .1.6 小 υiミ >l<;:t(ò。。� 氏名を白書で記入したときは、押印を省略できる。法人又は団体の場合は、その商号又|

は名称並びに代表者の役職名及び氏名を記載することと し、代表者が氏名を白筆で記入し 2 無線局の目的の桶1については、主たる目的及び従たる目的を千jする無線局については、

たときは、押印を省略できる。ただし、申請者が国の機関、地方公共団体、法律によ り直

接に設立された法人及び特別の法律により特別の設立行為をもって設立された法人の場合

は、代表者の氏名の記載を要しない。

注4 法人Xは団体の場合は、その商号又は名称を記載するこ と。

注� 5 法人又は同体の場合は、代表者の役職名及び氏名を記載すること。ただし、 譲渡人が国

O
の機関、地方公共団体、法律により直接に設立された法人及び特別の法律により特別の設

立行為をもって設立された法人の場合は、代表者の氏名の記載を要しない。
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第	 2 添付書類
 

1 事業の譲渡に関する契約書の写し
 

2 譲受人が法人であるときは、その定款
 

3 譲受人が紘一人格なき組合である ときは、 その組合契約書
 

~泌総同II.lr 8 t関盟モト「放送局」 今年! r基幹放送局� 12督官' 区制Q刑者モト

時区域� | 	 J"lCI
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放送区域11

|通信事項� ! 

「主たる 目的

従たる国的� :J 


のように記載する。
 
5:i.;柄拘総同日¥t'8iくG的モト� li去第27条の13第� 5項各号に掲げる場合の区分に応じ、当該各号に定める規

定J ~ I法第� 5条第� 3項各号(移動受信用地上基幹放送をする特定基地局に係る開設計|南の認定を受

けようとする者にあっては、同条第� 1項各号Xは第� 3項各号)J以部定的。� 

~~将軍R J+:I il\t' 8 -tJ 8rlモト「の目的」今年JIが法第27条の23第� l項第� 1号又は第� 2号に掲げる事項、のいず

れかを確保するためのものであるのかの別� 12恒常"� 12:11¥¥(8的モト「移動受信用地上放送J ~ I移動受

信用地上基幹放送 12討す~" ~相|者モト σ，~語i心" ;::;~m ..IJ ，..Y区判長士自門告 「移動受信用地上放送HlC r移

宝土担任「ただし、他人2'首長12の欄r26ωIJ椴，のr22話公"[[刑者剥∞吾12動受信用地上基幹放送� 

の委託により、 その放送番組をそのまま送信する放送をする特定基地局の開設計耐にあっては、 別紙� 

(1)から (3)まで、 (6)及び(1日か ら閉までについて記載すること。 J~歪む"[[刑者側。~軍心" ~jI縦士tl ;::; ，主J~

術土!:!m..IJ，..Y 1@:1Il者組口会心E縦士日;:;tliil'-'1陶 1 いれ 5童心斗~ゆ。 

Eミ冊当然同 o\t' 8 <8主張rl8 ド会小σ'tlií l'-' 8 ~nぜ丑 「移動受信用地上放送J ~ r移動受信用地上基幹放

送� 12吉当官'豆1¥!?，¥8昔!Rrl8;::;創的骨 「法第27条の13第� 5項各号に掲げる場合の区分に応じ、当該各号

に定める規定J ~ I法第� 5条第� 3項各号� (移動受信用地上基幹放送をする特定基地局に係る開設計画

の認定を受けようとする者にあっては、|司条第� l項各号又は第� 31頁各号)J 12討訟の。

移動受信用地上基幹放J~ I「移動受信用地上放送モト蝦{)!，Jtliil'-'8会心∞φrl 8撚8 -F: 8同II\t'~刊号線

送J12都台" 1@:1Il者8苦!Rrl8m剥的-a-r法第27条の13第� 5項各号に掲げる場合の区分に応じ、当該各号

に定める規定」今年J r法第 5 条第 3 項各号(移動受信用地上tJ5~'字放送をする特定基地局に係る開設計画5手 |通信の相手方� i 

=ν

の認定を受けよう とする者にあっては、 同条第� 1項各号又は第� 3項各号)J 12活安心。
日 式周波数及叩線電力� 藍 面主R	 1 

一一」
w 

(若君lと寂巴) 

irl トJ 8~担。士主' お;的規制~8 1 ~詰~話回いの税理士(併怪 11 十 11 剥ー却さ世世話底i~十阿世) 8還にQ回 (医ト蛍(回
電波の型式、周波数及び空中線電力 ! 11 →- 1 11 場-1~ o:r:: 1 1 :+rn) 会心寝!といの。


禦F思想細)
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日 

12IN ト J8~羽4f'- 12 ム-6 t(ò活出 j~8主器材þ<~刺ill TI:Îυ ム6 心籍軍部，...)*-!lt主連222'ト J 8~担。8 主要lと8rn~ミ心認はJド 

認定基幹放送事業者の氏名又は名称
I Ko:r::"lC慰鳴いの巳 tlií l'-'~"忠臣~t(òト J 心役l'-'紛の。*-!'f.< ，..Y欄詰主将;伝!ug博司';S~ほ*-!t(òITIlg'~悔いの嶺i 

| 繁ug(熊媛ug8回g'~縦断Jドま足利時国主~1みJ4思いのト J ..IJ よJ ~ ト(ÒoP 8~相印。 )W~ t(ò+Y 8120 ニド~"

当台" ~術~~8;1;th与J黒川的。 トJ8~D l'-'~二。 

注� l 放送事項の欄は、特定地上基幹放送局に限り設ける。� 05尊徳寺恒4F-~i(十4く DII'
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2 通信事項及び通信の相手方の欄は、基幹放送以外の無線通信の送信をする無線局に限り設け 認す制規制1Þ 81 話W話同~t(ò土日難(併怪 11 十 1 1 壮士巴粗野!RK十同日\t') 8捜しと~近ニ'業主義限期匪竪ìiiK 8 
る。� 1\詰W部出ドトQ~事4p.~予三 8 .1.6小土」制定的。

室主料日士ヨく回4援総5	十ヰミ巴!K o:r::1川崎士一1H怪住ト区制組円区制倒的..IJ，..YN~I@:f，同組"部公j 12幕幹放送局J ~J r何回モト 「放送局f，a)r'8118噺域同三E

8 手~12長8 .1.6小 12異村t(ò。	 来事~ug問HH寝 ìiiK 8 1 ¥活体)部同いの知4p.
2 無線局の目的の欄については、主たる日的及び従たる目的を有する無線局については、 属iS撃ugG型 E空軍~ìiiK (8&I~ 11 十同社十胆鎚凶里町 If:þ; n瓜何事~mK燃十-tJ il\t') 81\這怜J~8吋小土」悩同いの。

「主たる目的� .
国対-a- r主主;区!ug8湖底」 ω 「翠斗時説話相ug8G到底 ~古'}10 t(o。

を 「主主怒i重量馬区Fl お:制遅E甘1 ug戸当';:S主主制穏昔話器E側ug~~ " お，ljQugJ化J r裂斗欄詰主主当相経昔話
従たる問的・ 」
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世
昨

11 *81司11総� 

ug" 経由ltI将司iÎ2t諮;間 ug民";:]道正副時盆主主制1宣言彰 ug12~" 幸司斗欄主主主主:私!ugJ12首公t(目。
のように記載する。� 

総回111 十<'<Í-:r 総同 1 11十〈機 8	 1 1lR 4一宍縦割日ttm1" 士自:8縦811'ー〈桜11H陣'事長阻11¥郡阿';:S感11~1 
5:i.; 4近著書同日1\t' 8 同 8~rl8:出~[[1Il\(:思刊よJ "'y 宝 111ば:剖 rl8~以手~8 ム6小 12 異，~t(o' ';S~tIIR四 1 11十何副長 8 1 1 践 1 ¥翌(岳 「お刻ugJ ~ I型斗鮒詰主主的ugJ 12お訟の。� 
2 無線局の目的の欄については、主たる 目的及び従たる目的を有する無線局については、 ~11 旧日く十 11 "*総 1¥罫昔「話相選耐1ugJ 将制限主主印「海側鮒� 12悩定時。

「主たる 目的� . 吉正 志

従たる 目的:J ト J8細4p.~" 事さ，1jQ*担割11:'8 1\詰W悩同~t-.，0l土日骨量(時世 11 +11壮士担絶燃《十同 n\t') 8援に8rn(俳蛍11 
のように記載する。 +1 11 掛-i~ o:r:: 11'i十回)会心湿しといの。




